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【
資
料
紹
介
】

　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
︑
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
（
以
下
︑﹁
当
館
﹂
と
記
す
）
が
所
蔵
す

る
資
料
﹁
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
﹂
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
紙
幅

の
関
係
に
よ
り
︑
資
料
全
体
を
お
よ
そ
半
分
に
分
け
︑
そ
の
前
半
部
分
を
（
上
）
と
し
て

掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
︒

　

鳥
居
龍
蔵
（
一
八
七
〇
~
一
九
五
三
）
は
︑日
清
戦
争
（
一
八
九
四
~
九
五
）
の
結
果
︑

日
本
の
領
土
と
な
っ
た
台
湾
で
︑
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
か
け

て
五
回
の
調
査
を
行
っ
た
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
台
湾
の
東
部
と
南
部
を
中
心
に
踏
査
し
︑
先

住
民
族
（
台
湾
で
は
﹁
原
住
民
族
﹂
が
正
式
名
称
）
の
諸
集
団
を
調
査
し
た）

1
（

︒
こ
の
調
査

で
は
︑
当
時
の
学
術
研
究
︑
と
り
わ
け
野
外
調
査
を
と
も
な
う
分
野
に
お
い
て
︑
ま
だ
導

入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
写
真
記
録
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る）

2
（

︒

鳥
居
は
︑
台
湾
の
各
地
で
多
く
の
写
真
を
撮
影
す
る
と
と
も
に
︑
詳
細
な
調
査
記
録
（
以

下
︑﹁
台
湾
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
﹂
と
記
す
）
を
残
し
︑
現
在
︑
当
館
で
は
二
四
冊
を
確

認
し
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑当
館
を
含
む
徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
文
化
施
設
で
は
︑二
〇
一
九
（
令

和
元
）
年
度
か
ら
﹁
徳
島
県
文
化
の
森
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
事
業
﹂
を
実
施
し
た
︒

当
館
で
は
︑﹁
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
﹂
を
開
設
し
︑

台
湾
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
公
開
し
た）

3
（

︒
そ
の
反
響
は
大
き
く
︑
当
館
は
︑
宮
岡
真
央
子

の
仲
介
に
よ
り
︑
国
立
台
湾
史
前
文
化
博
物
館
（
以
下
︑﹁
史
前
館
﹂
と
記
す
）
と
学
術

交
流
を
開
始
し
た
︒
い
わ
ば
資
料
の
公
開
が
︑
両
館
を
結
び
つ
け
る
契
機
と
な
っ
た
の
で

あ
る
︒
二
〇
二
二
年
九
月
に
は
︑
史
前
館
と
連
携
協
定
を
締
結
す
る
ま
で
に
至
り
︑
以
後
︑

①
学
術
調
査
を
目
的
と
し
た
相
互
訪
問
︑
②
研
究
成
果
の
公
表
︑
③
展
覧
会
の
開
催
と
教

育
普
及
の
推
進
を
目
的
と
し
た
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る）

4
（

︒

　

当
館
が
︑
台
湾
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
解
読
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
二
〇
二
二
年

の
こ
と
で
あ
る
︒
同
年
五
月
二
七
日
に
は
︑
第
一
回
﹁
台
湾
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
講
読

会
﹂
を
開
催
し
︑
そ
の
後
︑
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る）

5
（

︒
講
読
会
に
は
︑
当
館

職
員
の
他
に
︑
野
林
厚
志
と
宮
岡
真
央
子
が
参
加
し
て
い
る
︒
な
お
︑
講
読
会
で
翻
刻
し

た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
後
若
干
の
修
正
を
加
え
た
上
で
定
期
的
に
史
前
館
に
送
付

し
︑
さ
ら
な
る
調
査
研
究
の
深
化
を
図
っ
て
い
る
︒

1　

徳
島
県
立
博
物
館
︑
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館　
　
　
　
　
4　

国
立
民
族
学
博
物
館

2　

鳥
居
龍
蔵
を
語
る
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5　

福
岡
大
学

3　

徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6　

徳
島
県
立
博
物
館

鳥
居
龍
蔵
の
第
四
回
台
湾
調
査
関
連
資
料
「
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
」（
上
）

松
永　

友
和

1
・
石
井　

伸
夫

2
・
小
林　

篤
正

3
・
野
林　

厚
志

4
・
長
谷
川
賢
二

1

坂
東　
　

泰
3
・
宮
岡
真
央
子

5
・
植
地　

岳
彦

3
・
大
橋　

俊
雄

6
・
下
田　

順
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資
料
の
概
要

　

次
に
︑
本
稿
で
紹
介
す
る﹁
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
﹂に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
︒

﹁
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
﹂
は
︑
鳥
居
龍
蔵
の
五
回
に
及
ぶ
台
湾
調
査）

6
（

の
う
ち
︑
第
四
回
調

査
時
の
も
の
で
あ
る
︒

　

鳥
居
は
第
四
回
調
査
に
お
い
て
︑
一
九
〇
〇
年
一
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
の
長
期
に
わ
た

り
調
査
を
行
い
︑﹁
た
か
さ
ご
の
た
び
﹂
と
題
す
る
八
冊
の
記
録
を
残
し
た）

7
（

︒
こ
の
調
査

で
鳥
居
は
︑
通
訳
と
し
て
一
八
九
五
年
に
台
湾
に
渡
り
︑
す
で
に
山
地
の
地
理
に
精
通
し

て
い
た
森
丑
之
助
（
一
八
七
七
~
一
九
二
六
）
を
と
も
な
い）

8
（

︑
基
隆
か
ら
澎
湖
諸
島
を
訪

れ
︑
そ
し
て
台
湾
南
部
か
ら
北
上
し
︑
さ
ら
に
新
高
山
（
現
玉
山
）
の
登
頂
を
も
果
た
し

て
い
る
︒
そ
の
後
︑
中
部
と
東
海
岸
に
足
を
運
び
調
査
を
実
施
し
て
い
る
︒
当
時
︑
鳥
居

は
三
〇
歳
︑
森
は
二
三
歳
で
あ
っ
た
（
調
査
開
始
時
点
）︒

　

さ
て
︑
第
四
回
調
査
の
冒
頭
に
あ
た
る
﹁
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
﹂
は
︑
一
九
〇
〇
年

一
月
二
日
の
﹁
午
後
六
時
鳥
居
家
を
出
で
第
二
共
同
丸
に
乗
ず
﹂
と
い
う
記
事
か
ら
始
ま

る
︒
鳥
居
は
︑
一
八
九
〇
年
に
二
〇
歳
で
修
学
の
た
め
単
身
で
上
京
し
︑
そ
の
二
年
後

の
一
八
九
二
年
に
は
家
族
も
東
京
に
移
住
し
て
い
る
︒
す
で
に
家
族
と
と
も
に
︑
研
究
と

生
活
の
拠
点
を
東
京
に
移
し
て
い
た
が
︑
台
湾
へ
の
出
発
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
徳
島
で

あ
っ
た
︒
鳥
居
は
同
日
︑
坪
井
正
五
郎
や
自
身
の
父
親
ら
﹁
諸
氏
へ
郵
書
を
発
す
﹂
と
記

す
が
︑
そ
れ
は
東
京
に
い
る
坪
井
や
父
親
ら
に
手
紙
を
送
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒

　

鳥
居
は
そ
の
後
︑
古
川
港
（
徳
島
市
）
か
ら
兵
庫
ま
で
船
で
移
動
し
︑
さ
ら
に
︑
当
時

神
戸
と
基
隆
の
間
を
就
航
し
て
い
た
横
浜
丸
に
乗
船
す
る
︒
横
浜
丸
は
一
月
三
日
に
神
戸

港
を
出
発
し
︑
四
日
に
門
司
を
経
由
し
て
︑
七
日
の
午
前
一
〇
時
頃
に
基
隆
に
到
着
す
る
︒

筆
ま
め
な
鳥
居
は
︑
船
中
で
の
出
来
事
も
記
録
し
て
お
り
︑
持
っ
て
き
た
本
を
す
べ
て
読

み
終
え
︑
退
屈
し
の
ぎ
に
古
新
聞
に
ま
で
目
を
通
し
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
︒

　

七
日
︑
台
湾
に
上
陸
し
た
鳥
居
は
︑
偶
然
に
も
台
湾
総
督
府
税
関
職
員
の
高
木
隆
次
に

会
い
︑
し
ば
し
談
話
し
て
い
る）

9
（

︒
そ
の
後
︑
八
日
に
鉄
道
を
使
っ
て
基
隆
か
ら
台
北
に
移

動
し
︑
台
湾
総
督
府
を
訪
問
す
る
︒
台
湾
総
督
府
で
は
殖
産
課
長
で
技
師
で
あ
っ
た
柳
本

道
義
（
一
八
五
七
~
一
九
三
七
）
や
︑
同
じ
く
技
師
で
後
に
植
物
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る

田
代
安
定
（
一
八
五
七
~
一
九
二
八
）︑
殖
産
課
の
嘱
託
で
後
に
台
湾
人
類
学
の
先
駆
者

と
し
て
知
ら
れ
る
伊
能
嘉
矩
（
一
八
六
七
~
一
九
二
五
）
ら
を
訪
ね
て
い
る
︒
そ
の
夜
は

田
代
の
官
舎
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
な
り
︑
鳥
居
は
田
代
と
伊
能
と
互
い
に
談
話
す
る
︒
伊

能
が
帰
宅
し
た
後
も
︑
田
代
と
夜
更
け
ま
で
話
を
続
け
︑
調
査
に
関
す
る
多
く
の
情
報
を

得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る）

10
（

︒

　

そ
の
後
︑
一
〇
日
に
以
後
の
調
査
で
同
行
す
る
こ
と
と
な
る
張
君
楚
と
会
い
︑
一
一
日

に
台
北
か
ら
基
隆
に
移
動
す
る
︒
さ
ら
に
一
二
日
に
は
森
丑
之
助
と
合
流
し
︑
一
三
日
か

ら
基
隆
の
全
景
写
真
を
撮
影
し
た
り
︑石
器
が
拾
得
さ
れ
た
場
所
を
訪
れ
た
り
す
る
な
ど
︑

徐
々
に
調
査
を
開
始
す
る
︒

表　台湾フィールドノート
資料名 調査時期 寸法（縦×横）

1 （台湾 1896－ 1）

第 1回
（1896年 8月
～12月）

145mm× 100mm
2 （台湾 1896－ 2） 145mm× 100mm
3 （台湾 1896－ 3） 145mm× 100mm
4 （台湾 1896－ 4） 152mm× 195mm
5 （台湾 1896－ 5） 150mm× 192mm
6 （台湾 1896－ 6） 152mm× 95mm
7 （台湾 1896－ 7） 100mm× 165mm
8 （台湾 1897） 第 2回 

（1897年10月 
～1898年 1月）

145mm× 100mm
9 （台湾 1897） 150mm× 100mm
10（台湾 1897） 108mm× 80mm
11（台湾 1898） 第 3回 

（1898年10月 
～12月）

105mm× 69mm
12（台湾 1898） 152mm× 100mm
13（台湾 1898-1899） 155mm× 100mm
14 たかさごのたび　一

第 4回 
（1900年 1月 
～10月）

135mm× 95mm
15 たかさごのたび　二 135mm× 95mm
16 たかさごのたび　三 130mm× 95mm
17 たかさごのたび　四 135mm× 95mm
18 たかさごのたび　五 135mm× 100mm
19 たかさごのたび　六 128mm× 95mm
20 たかさごのたび　七 187mm× 118mm
21 たかさごのたび　八 188mm× 120mm

22 しやしんひかへ　二（台湾 1900） 125mm× 85mm

23（台湾 1910）
第 5回

（1910年12月
～1911年 2月）

165mm× 100mm

24（台湾） 不明 128mm× 85mm
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鳥居龍蔵の第四回台湾調査関連資料「たかさごのたび 一」（上）

　

一
五
日
︑
基
隆
で
明
石
丸
に
乗
船
し
︑
澎
湖
諸
島
の
馬
公
城
に
到
着
し
た
の
は
一
六
日

の
昼
一
二
時
頃
で
あ
る
︒鳥
居
は
︑昼
食
を
と
る
た
め
に
入
っ
た
洋
食
店
で﹁
神
様
の
神
符
﹂

を
購
入
す
る
︒
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
は
︑﹁
余
は
支
那
人
の
舖
に
て
神
様
の
神
符
を
買

ふ
︒
一
組
二
十
四
枚
に
て
代
価
は
僅
か
に
八
厘
な
り
︒
神
符
は
支
那
人
の
信
ず
る
神
様
な

り
﹂
と
あ
る
︒
様
々
な
事
柄
に
興
味
関
心
を
抱
い
て
い
た
鳥
居
の
様
子
が
う
か
が
え
る
︒

　

一
七
日
午
前
一
時
に
澎
湖
諸
島
を
出
発
し
︑
同
日
午
前
七
時
に
安
平
港
（
台
南
市
）
に

到
着
す
る
︒
鳥
居
は
︑
森
と
張
の
三
人
で
台
南
に
行
き
︑
県
庁
で
は
技
師
の
藤
根
農
学
士

（
藤
根
吉
春）

11
（

）
ら
を
訪
れ
︑﹁
旅
行
の
打
合
せ
﹂
を
行
っ
て
い
る
︒
翌
一
八
日
に
は
再
び
安

平
港
に
戻
り
︑
打
狗
（
現
高
雄
）
行
き
の
汽
船
に
乗
船
す
る
︒
そ
の
後
︑
打
狗
弁
務
支
署

や
東
港
弁
務
署
︑
蕃
薯
藔
弁
務
署
を
訪
問
し
︑
あ
ら
か
じ
め
田
代
か
ら
情
報
を
得
て
い
た

諸
氏
に
会
っ
て
い
る
︒
二
一
日
に
は
水
底
藔
（
現
屏
東
県
枋
寮
郷
の
一
地
域
）
で
通
事
の

黄
漢
生
の
も
と
を
訪
問
す
る
︒
鳥
居
は
︑黄
漢
生
か
ら
調
査
目
的
地
の﹁
リ
キ
リ
キ
社
﹂（
現

力
里
旧
社）

12
（

）
に
関
す
る
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
得
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　

二
二
日
︑
鳥
居
と
森
丑
之
助
︑
黄
漢
生
︑
張
君
楚
︑
苦
力
の
計
五
人
は
︑﹁
リ
キ
リ
キ
社
﹂

に
向
け
登
山
を
始
め
る
︒途
中
の
先
住
民
族
の
集
落
で
は
︑写
真
撮
影
や
身
体
計
測
を
行
っ

て
い
る
︒
調
査
目
的
地
で
あ
る
﹁
リ
キ
リ
キ
社
﹂
に
到
着
し
た
の
は
二
三
日
で
あ
る
︒
鳥

居
ら
は
頭
人
（
頭
目
）
の
家
を
訪
れ
︑
落
花
生
や
芋
︑
粟
酒
を
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
︑
歓

待
を
受
け
る
︒
鳥
居
は
︑﹁
頭
人
は
未
だ
三
十
前
後
の
男
に
て
極
め
て
親
切
な
る
人
な
り
﹂

と
記
す
と
と
も
に
︑
粟
酒
の
飲
み
方
な
ど
も
観
察
し
︑
事
細
か
に
記
録
し
て
い
る
︒
鳥
居

に
と
っ
て
︑
目
に
映
る
も
の
す
べ
て
が
調
査
対
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
後
も
鳥

居
は
︑
子
ど
も
が
弓
矢
を
射
る
様
子
や
入
墨
の
風
習
な
ど
に
つ
い
て
︑
文
字
だ
け
で
は
な

く
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
併
用
し
な
が
ら
︑
当
時
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る）

13
（

︒

お
わ
り
に

　

以
上
︑
鳥
居
龍
蔵
の
第
四
回
台
湾
調
査
（
一
九
〇
〇
年
一
月
か
ら
一
〇
月
）
に
関
連
し

た
資
料
﹁
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
﹂
の
う
ち
︑
お
よ
そ
半
分
（
具
体
的
に
は
一
九
〇
〇
年

一
月
二
日
か
ら
同
月
二
三
日
ま
で
の
記
事
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
︒
残
り
の
一
月
後
半
に

あ
た
る
（
下
）
に
つ
い
て
は
︑
本
誌
次
号
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
当
館
で
は
第
一
回
台
湾
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
か
ら
翻
刻
を
開
始

す
る
計
画
も
あ
っ
た
が
︑
史
前
館
に
よ
る
調
査
活
動
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
重
視

し
た
結
果
︑
台
湾
南
部
に
関
連
す
る
第
三
回
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
か
ら
翻
刻
す

る
こ
と
に
し
た
︒
二
〇
二
二
年
に
第
三
回
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
三
冊
を
翻
刻
し
︑

二
〇
二
三
年
に
は
第
四
回
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
﹁
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
﹂
を
︑

二
〇
二
四
年
に
第
二
回
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
三
冊
を
翻
刻
し
た
︒
二
〇
二
五
年
か

ら
は
再
び
第
四
回
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
戻
り
︑
継
続
し
て
解
読
作
業
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
今
後
︑
す
で
に
翻
刻
を
終
え
た
資
料
に
つ
い
て
も
︑
順
次
︑
資
料

紹
介
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
︒

　

な
お
︑﹁
た
か
さ
ご
の
た
び 

一
﹂
の
翻
刻
作
業
は
︑
石
井
︑
小
林
︑
野
林
︑
長
谷
川
︑

松
永
が
分
担
し
て
行
っ
た
︒
全
体
の
語
句
の
統
一
や
文
字
の
校
正
︑
及
び
解
題
の
執
筆
は

主
に
松
永
が
担
当
し
︑
そ
の
他
の
著
者
が
補
足
し
た
︒

3
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注（
1 
）　

鳥
居
龍
蔵
は
台
湾
で
の
調
査
を
も
と
に
︑﹁
東
部
台
湾
に
於
け
る
各
蕃
族
及
び
其

分
布
﹂（﹃
東
京
人
類
学
会
雑
誌
﹄
一
三
六
︑
一
八
九
七
年
）
な
ど
︑
数
多
く
の
論
考

を
発
表
し
て
い
る
︒
鳥
居
自
身
が
執
筆
し
た
論
考
の
多
く
は
︑﹃
鳥
居
龍
蔵
全
集
﹄
第

五
巻
及
び
第
一
一
巻
（
朝
日
新
聞
社
︑
一
九
七
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑

鳥
居
が
台
湾
調
査
に
つ
い
て
回
顧
し
た
も
の
に
︑﹃
あ
る
老
学
徒
の
手
記
﹄（
朝
日
新

聞
社
︑
一
九
五
三
年
︑
岩
波
文
庫
版
は
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
︒
鳥
居
の
台
湾
調
査

の
概
要
を
論
じ
た
も
の
に
︑
松
澤
員
子
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
台
湾
調
査
﹂（
国
立
民
族
学
博

物
館
編
﹃
民
族
学
の
先
覚
者　

鳥
居
龍
蔵
の
見
た
ア
ジ
ア
﹄︑
一
九
九
三
年
）︑
末
成

道
男
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
研
究
﹂（
日
本
順
益
台
湾
研
究
民
研
究
会
編
﹃
台
湾
原
住
民
研
究

概
覧　

日
本
か
ら
の
視
点
﹄
風
響
社
︑
二
〇
〇
一
年
）︑
野
林
厚
志
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
台

湾
・
西
南
中
国
調
査
﹂（﹃
史
窓
﹄
三
四
︑
徳
島
地
方
史
研
究
会
︑
二
〇
〇
四
年
）︑
山

路
勝
彦
﹃
近
代
日
本
の
海
外
学
術
調
査
﹄（
山
川
出
版
社
︑
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
が
あ

る
︒
な
お
︑
台
湾
を
テ
ー
マ
と
し
た
当
館
主
催
の
企
画
展
の
図
録
と
し
て
︑﹃
鳥
居
龍

蔵
の
見
た
台
湾
﹄（
二
〇
一
二
年
）︑﹃
台
湾
世
界
を
行
く　

鳥
居
龍
蔵
の
見
た
海
・
山
・

ひ
と
・
ム
ラ
﹄（
二
〇
二
四
年
）
が
あ
る
︒

（
2 

）　

鳥
居
龍
蔵
写
真
資
料
研
究
会
編
﹃
東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館
所
蔵　

鳥
居
龍
蔵

博
士
撮
影
写
真
資
料
カ
タ
ロ
グ　

第
一
部
解
説
・
第
二
部
写
真
台
湾
一
・
第
三
部
写

真
台
湾
二
﹄（
東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館
︑
一
九
九
〇
年
）
参
照
︒
鳥
居
が
撮
影
し

た
写
真
に
関
す
る
著
書
・
論
文
に
︑
清
水
純
﹃
画
像
が
語
る 

台
湾
原
住
民
の
歴
史
と

文
化　

鳥
居
龍
蔵･

浅
井
恵
倫
撮
影
写
真
の
探
究
﹄（
風
響
社
︑
二
〇
一
四
年
）︑
野

林
厚
志﹁
鳥
居
龍
蔵
の
乾
板
写
真
術
﹂（﹃
精
神
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
オ
ン
﹄東
京
大
学
︑

一
九
九
七
年
）︑
范
如
菀
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
記
録
し
た
台
湾
︱
民
俗
学
に
お
け
る
初
期
乾

板
写
真
の
重
要
性
を
中
心
に
︱
﹂（
鳥
居
龍
蔵
を
語
る
会
編
﹃
鳥
居
龍
蔵
研
究
﹄
一
︑

二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
︒

（
3 

）　

館
蔵
資
料
の
公
開
を
含
め
︑当
館
所
蔵
資
料
の
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
に
︑

長
谷
川
賢
二
﹁
鳥
居
龍
蔵
研
究
の
課
題
と
方
向
性
︱
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物

館
一
〇
年
の
歩
み
を
中
心
に
︱
﹂（
鳥
居
龍
蔵
を
語
る
会
編
﹃
鳥
居
龍
蔵
研
究
﹄
五
︑

二
〇
二
二
年
）
が
あ
る
︒

（
4 

）　

共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
に
︑
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
編
﹃
令
和
四
年

度
文
化
庁Innovate M

U
SEU

M

事
業　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
鳥
居
龍
蔵
と
台
湾　

資
料
の
可
能
性
を
探
る
﹂
講
演
要
旨
集
﹄（
鳥
居
龍
蔵
が
つ
な
ぐ
台
湾
と
徳
島
の
文
化

交
流
事
業
実
行
委
員
会
︑
二
〇
二
三
年
）
が
あ
る
︒

（
5 

）　

台
湾
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
講
読
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
︑﹃
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵

記
念
博
物
館
年
報　

第
一
三
号
﹄（
二
〇
二
三
年
）﹁
調
査
研
究
事
業
﹂
に
掲
載
し
た
︒

以
後
︑
開
催
日
と
担
当
者
を
年
報
に
掲
載
し
て
い
る
︒

（
6 

）　

近
年
︑
鳥
居
に
よ
る
台
湾
調
査
に
関
す
る
研
究
は
進
展
し
︑
例
え
ば
以
下
の
論
考

が
あ
る
︒
石
尾
和
仁
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
第
五
回
台
湾
調
査
を
め
ぐ
っ
て
﹂（﹃
徳
島
県
立

鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
研
究
報
告
﹄
一
︑
二
〇
一
三
年
）︑
宮
岡
真
央
子
﹁
学
術
探
検

の
開
拓
と
展
開
︱
鳥
居
龍
蔵
と
森
丑
之
助
の
台
湾
調
査
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂（
鳥
居
龍
蔵

を
語
る
会
編
﹃
鳥
居
龍
蔵
研
究
﹄
二
︑
二
〇
一
三
年
）︑
石
尾
和
仁
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
台

湾
調
査
に
関
す
る
諸
資
料
﹂︑
宮
岡
真
央
子
﹁
台
湾
調
査
︱
第
一
回
︑
第
二
回
を
中
心

に
︱
﹂（
と
も
に
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
・
鳥
居
龍
蔵
を
語
る
会
編
﹃
鳥
居

龍
蔵
の
学
問
と
世
界
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
二
〇
年
所
収
）︑
宮
岡
真
央
子
﹁
鳥
居
龍

蔵
の
台
湾
研
究
︱
残
さ
れ
た
資
料
の
今
日
的
意
義
︱
﹂（
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博

物
館
編
﹃
鳥
居
龍
蔵
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
鳥
居
龍
蔵
と

現
代
社
会
﹂
講
演
要
旨
集
﹄（
徳
島
県
︑
二
〇
二
一
年
）︑
宮
岡
真
央
子
﹁
鳥
居
龍
蔵

の
第
五
回
台
湾
調
査
﹂（﹃
台
湾
原
住
民
研
究
﹄
二
五
︑
二
〇
二
一
年
）︑石
井
伸
夫
﹁
鳥

居
龍
蔵
に
よ
る
台
湾
調
査
関
連
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
﹂︑
宮
岡
真
央
子
﹁
鳥
居
龍
蔵

と
台
湾
︱
同
志
た
ち
と
の
協
働
を
中
心
に
︱
﹂︑
野
林
厚
志
﹁
日
本
の
初
期
人
類
学
と

鳥
居
龍
蔵
︱
起
源
探
求
の
方
法
論
へ
の
関
心
︱
﹂（
い
ず
れ
も
前
掲
注
（
4
）﹃
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
鳥
居
龍
蔵
と
台
湾　

資
料
の
可
能
性
を
探
る
﹂
講
演
要
旨
集
﹄
所

収
）︑
宮
岡
真
央
子
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
台
湾
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト　

一
九
〇
〇
年
阿

5 4
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里
山
行
を
中
心
と
し
た
予
備
的
考
察
﹂（﹃
台
湾
原
住
民
研
究
﹄
二
七
︑
二
〇
二
三
年
）︑

清
水
純
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
第
一
回
台
湾
調
査
ル
ー
ト
﹂︑
宮
岡
真
央
子
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
台

湾
調
査
協
力
者
︑高
木
隆
次　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
た
研
究
の
一
例
﹂（
と

も
に
﹃
台
湾
原
住
民
研
究
﹄
二
八
︑
二
〇
二
四
年
︑
所
収
）︒

（
7 

）　
﹁
た
か
さ
ご
の
た
び
﹂
の
他
に
調
査
の
動
向
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
︑﹁
鳥
居
氏
台

湾
通
信
﹂（﹃
東
京
人
類
学
会
雑
誌
﹄
一
六
七
︑一
九
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
︒﹁
鳥
居

氏
台
湾
通
信
﹂
に
は
︑﹁
鳥
居
龍（

マ
マ
）氏
よ
り
坪
井
理
科
大
学
教
授
の
許
に
達
し
た
る
通
信

中
の
要
点
を
摘
記
す
れ
ば
左
の
如
し
﹂
と
あ
り
︑
調
査
中
の
鳥
居
が
坪
井
に
送
っ
た

書
簡
な
ど
が
︑
そ
の
情
報
源
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

（
8 

）　

森
丑
之
助
に
つ
い
て
は
︑
楊
南
郡
著 

笠
原
政
治
・
宮
岡
真
央
子
・
宮
崎
聖
子
編

訳
﹃
幻
の
人
類
学
者　

森
丑
之
助　

台
湾
原
住
民
の
研
究
に
捧
げ
た
生
涯
﹄（
風
響
社
︑

二
〇
〇
五
年
）︑
笠
原
政
治
﹃
台
湾
原
住
民
族
研
究
の
足
跡　

近
代
日
本
人
類
学
史
の

一
側
面
﹄（
風
響
社
︑
二
〇
二
二
年
）
参
照
︒

（
9 

）　

前
掲
注
（
6
）
宮
岡
﹁
鳥
居
龍
蔵
の
台
湾
調
査
協
力
者
︑
高
木
隆
次
﹂
参
照
︒

（
10 

）　

田
代
安
定
と
伊
能
嘉
矩
に
つ
い
て
は
︑
柳
本
通
彦
﹃
明
治
の
冒
険
科
学
者
た
ち　

新
天
地
・
台
湾
に
か
け
た
夢
﹄（
新
潮
社
︑
二
〇
〇
五
年
）︑﹃
伊
能
嘉
矩
と
台
湾
研
究

︱
台
湾
人
類
学
の
先
駆
者
︱
﹄（
遠
野
市
立
博
物
館
︑
二
〇
一
七
年
）︑
前
掲
注
（
8
）

笠
原
﹃
台
湾
原
住
民
族
研
究
の
足
跡
﹄
参
照
︒

（
11 

）　

藤
根
に
つ
い
て
は
︑
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
が
開
設
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
﹁
台
湾
総
督
府
職
員
録
系
統
﹂https://w

ho.ith.sinica.edu.tw
/

に
よ
っ
て
確
認
し

た
（
最
終
閲
覧
二
〇
二
五
年
一
二
月
二
〇
日
）︒

（
12 

）　

力
里
旧
社
は
︑
台
湾
屏
東
県
春
日
郷
の
山
間
部
に
位
置
し
て
お
り
︑
車
で
山
道
を

三
時
間
ほ
ど
進
ん
だ
場
所
に
位
置
し
て
い
る
︒
力
里
旧
社
の
人
び
と
は
︑
一
九
六
〇

~
七
〇
年
代
に
山
の
麓
に
移
住
し
た
た
め
︑
現
在
こ
の
場
所
に
人
は
居
住
し
て
い
な

い
（﹁
旧
社
﹂
は
﹁
旧
村
﹂
の
意
）︒

（
13 

）　

著
者
の
う
ち
石
井
・
小
林
・
野
林
・
長
谷
川
・
松
永
は
︑
史
前
館
の
協
力
を
得
て
︑

二
〇
二
三
年
二
月
七
~
一
二
日
に
か
け
て
鳥
居
の
足
跡
を
た
ど
る
現
地
調
査
を
実
施

し
た
︒
力
里
旧
社
に
は
二
月
一
〇
日
に
訪
問
し
︑
旧
社
の
現
状
を
実
見
す
る
と
と
も

に
当
時
の
生
活
の
様
子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
︒
そ
の
際
︑
あ
ら
た
め
て
鳥
居
が
記

し
た
台
湾
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
情
報
の
豊
富
さ
や
資
料
的
価
値
の
高
さ
を
実
感
す

る
と
と
も
に
︑
現
地
を
訪
問
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
︒

（
付
記
）

　

本
研
究
は
︑
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に
よ
る
基
盤
研
究
（
A
）﹁
民
族
誌
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
接
合
に
よ
る
植
民
地
初
期
台
湾
の
先
住
民
族
社
会
の
探
究
﹂（
研

究
代
表
者
:
野
林
厚
志
）（
J
S
P
S
科
研
費
2
2
H
0
0
0
4
0
）
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
︒

力里旧社で解説をうけている様子（2023年 2月10日撮影）
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凡
例

1 　

本
稿
は
︑
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
が
所
蔵
す
る
資
料
﹁
た
か
さ
ご
の
た
び　

一
﹂
の
う
ち
︑
お
よ
そ
半
分
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒

2 　

資
料
翻
刻
に
あ
た
り
︑
上
部
に
資
料
の
図
版
を
︑
下
部
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
︒
図
版

の
右
上
の
番
号
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
﹁
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記

念
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
﹂
の
﹁
た
か
さ
ご
の
た
び　

一
﹂（https://adeac.jp/

tokushim
a-bunkanom

ori/view
er/m

p000210-200060/TM
M

_021/

）
の
画
像
番
号
と

対
応
し
て
い
る
︒
な
お
︑
白
紙
（
書
き
込
み
の
な
い
ペ
ー
ジ
）
は
省
略
し
た
︒

3 　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
︑
改
行
を
は
じ
め
と
す
る
体
裁
に
つ
い
て
は
︑
原
本
の
形
を
尊
重

す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
︒
た
だ
し
︑
上
部
の
書
込
み
な
ど
は
追
込
み
と
し
︑
改
行
﹁
／
﹂

を
付
し
た
︒

4 　

用
字
に
つ
い
て
は
︑
旧
字
は
新
字
に
︑
異
体
字
・
古
体
字
・
略
字
は
正
字
ま
た
は
現

在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
︒
た
だ
し
︑人
名
や
地
名
な
ど
一
部
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
︒

5 　

編
者
の
判
断
に
よ
り
︑必
要
に
応
じ
て
読
点
﹁
︑﹂
お
よ
び
並
列
点
﹁
・
﹂
を
つ
け
た
︒

ま
た
︑
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
︒

6 　

抹
消
さ
れ
た
文
字
で
判
読
で
き
る
場
合
や
訂
正
・
重
ね
書
き
は
︑
語
句
に
二
重
線
を

付
し
︑
そ
の
下
に
訂
正
後
の
文
字
を
記
し
た
︒
判
読
で
き
な
い
場
合
は
省
略
し
た
︒

7 　

原
本
中
の
行
間
の
補
記
に
つ
い
て
は
︑
原
則
と
し
て
本
文
に
挿
入
し
た
︒

8 　

編
集
者
に
よ
る
校
訂
は
（　

）
に
入
れ
︑
傍
注
と
し
た
︒
誤
記
や
意
味
不
明
な
ど
の

場
合
に
は
正
字
を
傍
注
と
す
る
か
︑（
マ
マ
）
を
付
し
た
︒
疑
念
が
残
る
場
合
に
は
（
ヵ
）

と
注
記
し
た
︒

9 　

判
読
不
能
箇
所
に
つ
い
て
は
□
と
し
た
︒

10 　

資
料
に
は
︑
現
在
の
人
権
意
識
か
ら
み
て
差
別
的
な
表
記
が
み
ら
れ
る
が
︑
当
該
期

の
歴
史
を
科
学
的
に
研
究
し
︑
そ
の
理
解
に
供
す
る
た
め
︑
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
︒

　

資
料
翻
刻

1　

表
紙

2　

白
紙

3　

白
紙
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4

た
か
さ
ご
の
た
び　

一

人□　164円　
材料
（カ）

　24円
共に請取入用の事、
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5

壱
月
二
日

午
後
六
時
鳥
居
家
を
出
で
第
二
共
同
丸
に

乗
ず
︒
見
送
と
し
て
古
川
港
ま
で
来
ら
れ
し

人
々
は
曽
木
嘉
五
郎
︑
河
野
芳
太
郎
︑
香
川
槐

三
︑七
條
宇
三
郎
︑
岡
某
氏
の
五
氏
な
り
（
余
の

出
立
に
来
ら
れ
し
人
々
は
藤
江
一
蔵
︑
久
住
慶

太
郎
の
二
氏
な
り
）
以
上
の
五
氏
は
上
等
客
室

に
し
ば
し
同
席
せ
ら
れ
互
に
談
話
す

船
は
七
時
四
十
余
分
古
川
港
を
発
錨
す
︑
本

日
上
等
客
室
の
客
人
は
余
と
と
も
に
都
合
五

人
に
て
︑
四
人
は
共
に
商
人
体
の
人
々
な
り
︑

　

本
日
坪

（
坪
井
正
五
郎
）

井
︑
拙

（
鳥
居
新
次
郎
）
父
︑
山

（
山
中
共
古
）
中
︑
根

（
根
岸
武
香
）
岸
︑
原
︑

　

動
物
標
本
社
の
諸
氏
へ
郵
送
書
を
発
す
︑
山
中
氏
へ

9 8
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6

送
り
た
る
は
板
碑
に
就
て
の
文
及
び
其
分
布
図

原
君
へ
送
り
た
る
は
香
川
氏
の
吉
野
川
流
域

の
変
遷
図
等
な
り
︑

三
日

午（
午
前
ヵ
）後二

時
○
○
兵
庫
着
︑
直
ち
に
兵
庫
へ
上
陸

未
だ
夜
陰
な
る
を
以
て
兵
庫
客
船
待
合
所
に

て
休
息
す
（
昨
夜
の
汽
船
は
海
上
お
だ
や
か
に
て

一
眠
の
間
に
着
し
ぬ
）
待
合
所
に
は
コ
タ
ツ
あ
り
て

夜
は
心
持
よ
く
い（

寝
）ね
た
り
︑
早
朝
お
き
出
で
一
輌
の

腕
車
を
や
と
ひ
荷
物
を
香
賀
川
廻
漕
店
へ
は
こ
ぶ
︒

賀
川
は
未
だ
戸
や
う
や
く
戸
を
開
き
居
る
際
な
り
き

余
は
一
礼
し
朝
水
を
つ
か
ひ
其
れ
よ
り
賀
川
の
主
人

番
頭
な
ど
に
一
礼
せ
し
︑
当
日
は
正
月
の
三
日
な
り
し

を
以
て
︑
ゾ（

雑

煮

餅

）

ウ
ニ
モ
チ
の
御
祝
ひ
を
店
員
一
同
と
と
も
に

せ
り
︒
東
京
な
る
拙
父
︑
坪
井
氏
及
び
片
山
兄
に
は

が
き
を
出
す
︑
風
呂
に
行
く
︒
午
前
十
時
半
頃
賀
川
出

で
郵
船
会
社
の
支
店
に
て
乗
券
（
下
等
）
を
買
ふ
︒
賀

川
よ
り
一
人
の
人
つ
き
来
ら
る
︒
其
れ
よ
り
十
一
時
頃
乗
船

（
横
浜
丸
に
）
時
に
小
生
は
毛
布
を
昨
夜
待
合
に
置
き

忘
れ
し
こ
と
を
覚
り
し
か
バ
︑
右
の
つ
き
来
り
く
れ
た
る

人
に
こ
の
よ
し
を
話
し
こ
れ
を
と
り
に
や
り
ぬ
︑
忽
ち
に

し
て
こ
れ
を
取
り
来
り
く
れ
た
り
︒
若
し
も
こ
の
毛
布

に
し
て
無
く
な
り
居
り
た
れ
バ
已
む
な
く
馬（

下
関
）関

に
て

一
月

9
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7

新
に
買
は
ん
と
せ
し
に
︑
こ
れ
の
手
に
入
り
し
は
幸
な
り

右
の
人
に
御
礼
と
し
て
銀
貨
五
十
銭
を
送
る
︑
〇
船

中
に
て
ボ
ー
イ
に
銀
貨
三
十
銭
を
与
ふ
︒
こ
れ
着

船
ま
で
に
大
に
便
利
な
れ
ば
な
り
︒
〇
乗
船
に
先
だ
ち

フ（

藤

倉

草

履

）

ジ
ク
ラ
ゾ
ウ
リ
を
買
ひ
入
る
︑
こ
は
船
中
に
入
り
て
下
等

客
は
き
た
な
げ
な
る
ゾ
ウ
リ
を
は
か
ね
バ
な
ら
ぬ
を
以
て

な
り
︑
こ
は
旅
行
の
経
験
に
て
な
れ
た
り
〇

船
は
午
前
十
二
時
神
戸
港
を
出
錨
す
︑
船
中
に
散

髪
室
あ
り
茲
に
て
散
髪
す

午
前
七
時
何
分
門
司
に
着
︑
余
は
ハ（

艀

）

シ
ケ
に
て
馬
関
に
上

陸
し
市
街
を
散
歩
す
︒
昼
飯
を
某
め
し
や
に
て
な
す
︑

二
階
に
誰
れ
の
句
に
や
︑
か
ゝ
る
も
の
あ
り
面
白
し

　
　
　

曰

　
　

豊
年
祭
を
見
て

　

踊
れ
〳
〵
野
も
男
べ
し
お
み
な
へ
し

学
窓
余
談
昨
年
十
二
月
分
及
び
本
年
一
月
分
都
合
二
冊

と
難
波
軍
記
と
を
買
ふ
︒
船
中
に
て
間
食
と
し
て
食
せ
ん

と
て
菓
子
二
十
銭
ば
か
り
を
買
ひ
ふ
︒
午
後
一
時
頃
ハ
シ
ケ

に
乗
し
午
後
一
時
三
十
分
頃
本
船
に
帰
り
来
る
︑

午
後
三
時
横
浜
丸
は
門
司
を
出
づ

海
上
︒
別
に
甲
盤
に
も
上
ら
で
終
日
船
中
に
い
ぬ

る
の
み
︒
船
に
こ
の
頃
生
な
れ
し
も
の
と
見
へ
余
り
前

年
行
の
如
く
苦
し
か
ら
ず

同
床
に
五
十
余
歳
の
男
乗
じ
居
れ
り
︑
こ
の
人
至

て
義
太
夫
好
き
に
て
船
の
動
く
に
も
拘
は
ら
す

義
太
夫
本
を
出
し
て
﹁
阿
波
鳴
戸
﹂
八
段
目
一
冊

一
月
四
日

一
月
五
日
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8

語
り
く
れ
た
る
は
余
等
は
大
に
う（

鬱
）つ
を
散
じ
た
り

小
生
の
前
日
以
来
読
み
か
け
し
書
物
は
難
波
軍
記

及
び
恋
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
な
り
し
が
︑
こ
れ
も
本
日
午
後
三
時

頃
ま
で
に
皆
よ
み
終
り
ぬ
︒
至
方
な
く
馬
関
に
て
買

入
れ
た
る
学
窓
余
談
な
ど
や
古
新
聞
ま
で
も
よ
み
は

じ
め
ぬ
︑
船
中
に
て
物
の
本
の
読
み
つ
く
し
た
る
時
の

た（

退

屈

）

い
く
つ
に
て
致
し
方
な
き
も
の
な
り
︒
こ
の
時
は
広

告
文
な
ど
は
読
者
の
為
め
に
大
に
注
意
を
ひ
か
る
ゝ

な
り

　

船
中
に
か
く
掲
示
出
で
ぬ
﹁
本
日
午
後
四
時
本
船

　

所
在
︑
北
緯
三
十
度
二
十
四
分
︑
東
径（

経
）百
二
十
七
度

　

十
五
分
︑
門
司
・
基
隆
間
約
七
百
四
十
哩

本
日
は
温
度
︑
昨
日
よ
り
稍
や
温
く
な
り
来
り
し
が
如

く
考
へ
ら
る
︑
殊
に
夜
間
に
至
り
て
は
神
戸
・
門
司

出
帆
の
際
と
は
大
に
異
な
れ
り
︒
門
司
出
帆
の

前
に
は
馬
関
市
中
は
天
気
稍
や
雪
模
様

な
り
き
︒
こ
の
有
様
に
て
は
明
日
と
な
ら
ば
最
一

層
温
度
温
く
な
り
来
る
な
る
べ
し

今
夜
船
中
に
て
キ（

キ
ュ
ウ
リ
ラ
ム
ネ
）

ウ
リ
ラ
ム
ね
を
と
る
︑
代
価

は
二
〇
銭
な
り
︒

昨
夜
よ
り
今
日
に
か
け
船
の
動
や（

揺
）う
一
層
甚
し
く

な
り
来
り
ぬ
︑
温
度
も
い
よ
〳
〵
温
た

（
マ
マ
）く

︑
船
中
こ
の

動
き
と
其
気
候
の
変
化
と
に
て
何
と
な
く
心
持

あ
し
く
な
り
ぬ
︑

　

本
日
午
前
八
時
本
船
所
在
︑
北
緯
二
十
八
度
三
十
三
分

　

東
径
百
二
十
五
度
〇
五
分
︑
門
司
ヲ
去
ル
四
百
八
十
五
哩

一
月
六
日

11
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9

本
本
日
正
午
本
船
所
在
︒
北
緯
二
十
七
度
五
十
五
分

　
　

百
二
十
四
度
二
十
六
分
〇
〇
︑
風
位
北
︒
寒
暖
計

　

五
十
五
度　

基
隆
ニ
至
ル
二
百
〇
七
哩

尚
ほ
午
後
四
時
横
浜
丸
は

　

北
緯
二
十
七
度
二
十
分　

東
径
百
二
十
三
度
五
十
二
分

　

風
位
北
︒
温
度
五
十
六
度　

基
隆
ヲ
距
ル
百
六

　

十
一
哩

午
後
に
な
り
て
船
の
動
や
う
殊
に
甚
し

ボ
ー
イ
は
客
人
一
同
に
向
て
曰
く
︑
船
は
明
日
午
前
に

は
や
く
基
隆
に
着
す
べ
け
れ
バ
明
日
諸
君
は
は

や
く
朝
水
を
つ
か
つ
て
も
ら
ひ
た
し
︑
朝
飯
は
午
前

七
時
に
出
す
べ
し
と
云
々

今
日
し
も
基
隆
に
船
の
着
す
る
と
て
︑
客
人
は
ボ
ー

イ
の
﹁
朝
水
〳
〵
〳
〵
﹂
の
呼
び
声
あ
る
と
と
も
に
我
さ
き

に
と
朝
水
場
に
行
き
ぬ
︑
我
は
気
分
あ
ま
り
面
白
か

ら
ざ
れ
バ
其
処
に
は
行
か
ず

朝
ボ
ー
イ
の
話
す
所
に
よ
れ
バ
︑
本
船
は
方
向
を
失
な
ひ

今
や
黒
潮
の
上
に
あ
り
て
少
し
く
後
の
方
に
追
し
流
さ

れ
た
り
︒
今
に
も
太
陽
を

（
マ
マ
）

出
し
に
て
も
認
む
る
能
は
す
ん
バ

方
向
を
知
り
が
た
し
と
云
ふ
︑
是
に
於
て
乎
︑
船
客
一
同

は
大
に
落
た（

胆
）ん

し
ぬ

然
る
に
忽
ち
に
し
て
か
す
か
に
島
山
影
を
望
む
︑
是
に
於
て
乎

基
隆
近
づ
け
り
と
船
員
は
大
呼
す
︒
船
客
の
喜
び
如

何
ぞ
や

船
は
午
前
十
時
頃
基
隆
港
に
着
す
︒
我
甲
盤
に
出

一
月
七
日

東径

13 12
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で
ゝ
見
る
に
風
雨
は
げ
し
︒
海
岸
は
大
波
な
り
︒
我
荷

物
を
か
た
づ
け
︑
旅
舎
よ
り
来
ふ
る
築
紫
屋
の
番
頭

に
誘
は
れ
其
旅
舎
に
今
や
行
か
ん
と
せ
し
際
︑
髙

（
高
木
隆
次
）

木

君
に
偶
然
に
会
す
︒
こ
は
余
を
若
し
や
是
に
あ
ら
ざ

る
乎
と
て
た
づ
ね
来
ら
れ
し
な
り
︒
一
別
一
来
の
礼
を
述

べ
髙
木
氏
に
誘
は
れ
（
荷
物
を
支
那
人
に
も
た
し
て
）
税

関
の
ボ
ー
ト
に
乗
す
︒
ボ
ー
ト
は
に
乗
ぜ
る
支
那
人
は
皆

余
を
知
れ
る
人
に
し
て
︒
是
等
の
水
夫
は
髙
木
氏
に

向
て
﹁
古
年
来
る
﹂
と
さ
け
び
た
り
︒
ボ
ー
ト
は
横

浜
丸
と
別
れ
ぬ
︒
雨
は
益
々
降
り
風
は
益
々
は
げ
し

其
れ
よ
り
ボ
ー
ト
は
新
税
関
出
張
所
に
つ
け
ぬ
︑
余

及
び
髙
木
氏
は
茲
に
上
陸
し
︑
こ
ゝ
に
て
し
ば
し
談

話
し
衣
服
其
他
の
雨
に
ぬ
れ
居
る
を
火
に
ほ（

干
）し

か（
乾
）

ハ
か
し
ぬ
︒
こ
ゝ
に
て
三
十
分
ば
か
り
居
り
髙
木
氏

と
と
も
髙
木
氏
の
官
舎
に
行
く
︒
官
舎
に
は
氏
の

母
上
及
び
氏
の
小
供
あ
り
一
別
以
来
の
礼
を
す
ま

し
︑
昼
食
を
な
し
し
ば
し
互
に
談
話
し
︒
風
呂

に
浴
し
夕
食
を
な
し
︑
余
は
午
後
七
時
頃
ね
や
に

つ
き
ぬ
︑

昨
日
よ
り
か
け
て
本
日
の
天
候
は
先
づ
荒
れ
模
様

の
方
に
し
て
︑
横
浜
丸
な
れ
バ
こ
そ
茲
に
か
く
入

港
せ
し
と
な
り

気
候
は
本
日
は
少
し
く
寒
気
あ
り
と
云
へ
ど

13
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内
地
よ
り
来
り
し
者
よ
り
せ
ば
い
と
温
か
し

台
湾
基
隆
に
上
陸
し
其
植
物
景
を
見
る
︑
昨
年
よ

り
一
層
眼
に
影（

映
）す

る
面
白
し
︒
こ
は
余
の
博
物
学

に
一
層
考
へ
を
有
し
来
り
し
と
昨
年
千
島
に
遊

び
し
を
以
て
な
る
べ
し
︒
落
葉
樹
な
く
い
つ
も
常

緑
樹
に
富
み
全
地
悉
く
緑
色
を
呈
せ
る
さ
ま

千
島
の
景
色
と
対
照
し
一
種
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
感

じ
を
引
き
起
し
ぬ
︑

今
日
台
北
へ
行
か
ん
と
せ
し
も
雨
天
︑
且
つ
髙
木
氏

の
す
ゝ
め
に
よ
り
今
日
は
兎
に
角
茲
に
と
ゞ
ま
り

明
日
同
地
へ
赴
く
こ
と
ゝ
な
し
ぬ

今
日
髙
木
氏
よ
り W

illiam
 Law

rence

氏

の Lectures on phisiology , London
1866

を
め
ぐ
ま
れ
た
り
︑
こ
の
書
は
人
類
学
史
上

名
高
き
も
の
な
り

午
前
七
時
頃
髙
木
ぬ
し
は
︑
今
夜
は
宿
番
な
り
と
て

官
舎
を
出
で
四
︑五
町
距
れ
る
出
張
所
に
赴
か
れ
ぬ
︑

余
は
九
時
頃
よ
り
ね（

寝
）床
に
入
り
し
も
如
何
な
る
故
に
や

一
向
ね
に
つ
く
能
は
ず
︑
こ
は
想
ふ
に
温
度
の
俄
か
に

温
か
く
な
り
し
所
へ
フ
ト
ン
を
着
し
い
ね
た
る
を
以
て

一
層
心
知
あ
し
き
も
の
と
考
へ
ら
る
︑
さ
れ
バ
余
は
一

時
余
り
ね
や
に
あ
り
し
が
︒
忽
ち
起
き
出
で
机
に
よ
り

坪
井
氏
に
出
す
べ
き
手
紙
を
し
た
ゝ
め
ぬ
︑
右
し
た
ゝ

（
y）

15 14
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め
終
り
し
は
恰
か
も
午
後
十
二
時
○
○
頃
な
り
き
︒
雨
風

益
々
は
げ
し

午
前
に
な
り
て
や
う
や
く
ね
む
り
に
つ
く

前
日
に
引
き
つ
ゝ
き
雨
天
暴
風

余
は
六
時
頃
ね
ど
こ
を
出
で K

ean

ʼs Ethnology

を
よ
む
︑
八
時
過
髙
木
ぬ
し
出
張
よ
り
帰
ら
る
︒

余
は
今
日
し
も
雨
天
な
れ
ど
も
台
北
に
赴
か
ん
と
て

荷
作
り
を
な
す
︑
〇
坪
井
氏
へ
送
る
べ
き
書
面
を

出
す
︒
紅
頭
嶼
図
略
を
伊
勢
山
田
宇
治
山
田
町
専
売

支
局
永
徳
為
二
郎
氏
に
送
る
︒
氏
は
山
下
キ
ク
子

の
夫
に
し
て
︑
一
昨
年
余
の
基
隆
出
発
二
日
後
帰
途

伊
勢
山
田
へ
来
ら
れ
た
し
と
申
し
越
さ
れ
た
り
と
な
ん
︒

拙
父
︒
鳥
居
利
八
郎
︑
曽
木
嘉
五
郎
の
諸
氏
へ
は
が

き
を
出
す
︑

午
前
十
二
時
三
十
分
の
汽
車
に
て
台
北
に
行
か
ん
と
て
髙
木
氏

官
舎
を
出
づ
︑
髙
木
氏
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ー
ン
ま
で
見
送
ら
る
︒

基
隆
よ
り
汽
車
中
に
て
四
方
を
な（

眺
）が
む
る
に
︑
地
質
は
一
面

に
赤
ハ（

埴
）ニ
色
を
呈
し
緑
色
の
植
物
こ
れ
に
お
ゝ
ひ
︒
葉

山
繁
山
を
な
し
ま
ゝ
田
畑
は
耕
さ
れ
居
り
竹
林
樹
間

土
人
の
村
落
あ
る
は
面
白
し
︑
殊
に
雨
中
は
尚
一
層
の
景

色
を
そ
へ
た
り
○
汽
車
台
北
に
着
す
る
や
余
は
直
ち
に

総
督
府
民
政
局
に
て
柳

（
柳
本
通
義
）

本
︑
木

（
木
村
利
建
）

村
︑
田

（
田
代
安
定
）

代
︑
伊

（
伊
能
嘉
矩
）

能
氏
を
訪

ふ
︒
余
は
田
代
氏
の
所
に
宿
泊
す
る
こ
と
ゝ
な
り
ぬ
︑

夜
間
伊
能
氏
来
訪
︑
田
代
氏
と
互
に
談
話
し
︑
伊
能

氏
は
去
ら
れ
し
も
余
は
田
代
氏
と
夜
の
ふ
け
行
く

ま
で
尚
ほ
は
な
し
つ
ゝ
け
た
り

一
月
八
日

15
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こ
の
談
話
中
伊
能
・
田
代
氏
よ
り
聞
き
得
た
る
所
多
く

皆
余
の
今
回
の
行
に
就
て
参
考
と
す
る
に
足
る
べ
し

左
の
平
埔
ハ
今
回
の
旅
行
に
就
て
注
意
す
べ
し
と
て

田
代
ぬ
し
よ
り
教
へ
ら
れ
し
も
の
な
り
︒

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
リ
セ
ン
蕃
三
十
戸
ば
か
りPepo

の
村
に
あ
り
︑

　

鳳
山
の
平
埔　
　

広
東
人
の
サ
リ
セ
ン
蕃
社
と
の
中
間
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

蕃
社
の
下
に
あ
り
︑

　

蕃
薯
藔
熟
蕃　
　

熟
蕃
社
三
十
庄
位
あ
り
︑
有
名

　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
歴
史
屯
蕃
と
し
て
名
高
し

　

嘉
義
の
平
埔　
　

市
街
附
近
に
あ
り
て
三
社
ば
か
り
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

恒
春
の
平
埔
位
の
価
値
あ
ら
ん

　

埔
里
社
の
平
埔　

埔
里
社
の
平
野
に
棲
息
す
︑
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
す
る
に
価
値
あ
り
︑
凡
そ
四
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
社
は
五
︑六
社
な
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

に
分
類
す
べ
し
を
得
べ
し
（
言
葉
・
風
俗
・

　
　
　
　
　
　
　
　

骨
格
等
に
て
）
又
宜
蘭
の
平
埔
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　

く
言
語
相
通
ず
︒
土
俗
品
も
残
り
居
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　

や（
耶
蘇
）そ
教
信
者
な
り
︑
タ
ル
ク
蕃
の

　
　
　
　
　
　
　
　

下
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

日
月
潭
よ
り
五
里
北
に
平
埔

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
︒
日
月
潭
は
ヴ
ホ
ヌ
ム
で
か
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

み
居
れ
り
︒
社
は
数
多
に
わ
か
る

　

ヴ
オ
ヌ
ム
蕃　
　

集
々
街
と
埔
里
社
と
の
中
間
一
大

　
　
　
　
　
　
　
　

渓
流
を
以
て
ア
タ
イ
ヤ
ル
と
境
す
︑

17 16
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﹁
葫（

異
筆
）

蘆
墩
の
西
岸
裡
大
社
（
平
埔
の
画
像
）﹂

余
ハ
日
科（

課
）と

し
て
ケ
イ
ン 

エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
を
読
み
つ
ゝ

ね
む
る

雨
︑
田
代
氏
と
と
も
に
談
話
し
氏
は
時
刻
な
り
し
を
以

て
総
督
府
に
行
く
︑
余
は
読
書
︑
は
が
き
な
ど
を
か
く

坪
井
︑
拙
父
︑
髙
木
に
は
が
き
ヲ
出
ス
〇
石
川
源
一
郎

氏
を
訪
ひ
し
も
不
在
な
り
し
故
︑
新
聞
社
へ
名
札
を

帰
る
〇
加
集
甚
三
郎
氏
を
府
前
街
一
丁
目
十
六

番
に
訪
ふ
︑
然
る
に
氏
幸
に
あ
り
︒
こ
の
家
は
松
浦

氏
の
紙
店
な
り
︒
松
浦
氏
は
余
の
曽
て
台
東
行
の

際
︑
不
在
中
に
余
を
訪
は
れ
し
人
な
り
〇
加
集
氏
も

久
し
ぶ
り
な
り
と
て
余
を
西
洋
料
理
や（

屋
）に

引
き
行

き
︑
と
も
に
ば（

晩

餐

）

ん
ざ
ん
を
な
し
つ
ゝ
一
別
以
来
の
談
話
を

な
し
田
代
ぬ
し
の
官
舎
に
帰
る
︑
時
に
午
後
五
時

過
な
り
き
︒

余
は
帰
舎
せ
し
に
田
代
ぬ
し
外
出
し
て
あ
ら
ず

余
は
本

（
本
多
静
六
）
多
博
士
の
﹁
日
本
植
物
帯
殊
に
森
林

帯
ニ
就
テ
﹂
の
文
を
よ
む

伊
能
氏
来
舎
︑
し
ば
し
談
話
な
し
居
り
し
に

幸
に
し
て
田
代
ぬ
し
貴

（
帰
ヵ
）舎

︑
と
も
に
こ
れ
よ
り

談
話
す
︒
二
時
間
程
に
て
伊
能
氏
帰
途
に
つ

か
る

一
月
九
日

17
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M
abutoku

　

○
マ
ル
ク
ワ
ン　

五
指
山
南
庄
方
面
畨
社
ノ
惣
名

　

○
マ
ン
チ
ツ　
　

三
角
湧

　

○
・
・
・
・　
　

大
嵙
崁

　

○
タ
ラ
ナ
ン　
　

屈
尺
方
面

　

○
メ
ニ
ボ
ー　
　

宜
蘭
方
面　

ト
コ
ハ
ム
に
六
日
に
て
こ
の
社
に
来
る

　

○
モ
ー
ジ
ヤ
ウ　

大
科
崁
ノ
南
奥
（
埔
里
社
方
面
？

　
　
　

△
シ
ヤ
カ
ロ
ー
社
（
五
指
山
大
湖
間
奥
山
畨　

右
モ
ー
ジ
ヤ
ウ
畨
ハ
石
屈（

窟
）ニ

住
ム
︑
家
密
接
ス
︑
市
街
ニ
住
ム

通ツ
ー
ク
ン串

余
は
今
夜
午
後
十
二
時
よ
り
一
時
（
翌
日
）
半
位
ま
で
石
井

八
萬
二（

次
）郎
氏
台
湾
地
質
説
明
︑
岩
石
篇
の
所
を
初
め
よ
り

終
ま
で
地
質
図
と
対
照
し
て
よ
む
︑

雨
や
み
太
陽
現
ハ
れ
晴
天
︒
早
朝
にK

eans "Ethnology"
P,30-34.

を
よ
む

伊
能
氏
来
館
︑
今
昨
日
願
置
き
し
支
那
人
八
芝
蘭

よ
り
学
務
課
に
来
り
居
れ
り
︑
い
ざ
や
同
伴
せ
ん
と
て

と
も
に
参
る
︑
余
は
右
支
那
人
に
一
礼
す
︑
同
人
は
八

芝
蘭
の
人
に
し
て
歳
は
二
十
六
歳
な
り
︑
一
昨
年
国

倹検検検検倦検検検検健

一
月
十
日

一
月
十

Ataiyals
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語
伝
習
所
に
入
り
し
後
卒
業
せ
し
と
云
ふ
︑
其
性
名
は

   ﹁
（
異
筆
）張　

　

君　
　

楚
﹂　
﹁
士

（
鉛
筆
書
）

林
街
／
大
東
街
十
一
／
番
﹂

﹁（
鉛
筆
書
）

Teang   K
ung   tzow

﹂

余
は
伊
能
氏
及
び
右
張
氏
と
三
人
に
て
台
北
県
庁
に

至
る
︑
蕃
人
（
と
こ
は
む
）
男
女
八
人
来
る
︑
こ

れ
に
左
の
質
問
を
な
せ
り
︑
午
後
前
十
二
時
頃

な
り
し
を
以
て
答
は
実
に
要
領
を
得
ざ
り

き太
古
二
人
の
男
女
あ
り
て
天
よ
り
下
り
大
な
る
岩
の
間あ

る
所

に
降
り
来
り
ぬ
︑　　

食
す
る
も
の
な
く
て
こ
ま
っ
た

二
人
男
女
降
り
来
り
し
時
粟
の
穂
あ
り
た
り
︒
こ
れ
を
耳

に
さ
し
︒
こ
れ
を
た
き
て
食
石
の
鍋R

uw
an

に
入
れ
て
食
せ

し
に
力
づ
き
ぬ

十
五
︑六
歳
の
男
子
︑
弓
矢 Shiraké 

矢
箭 B

Panerok

を
以
て
い
た
り
︑
矢
は
の
根
は
三
本
よ
り
な
り
︒
木

K
auneck 

な
り
き
︒
天
に
向
て
箭
ヲ
い
り
し
に
天

は
一
面
に
赤
く
な
り
太
陽
は
出
で
ぬ
︑

上
に
太
陽
出
で
四
方
に
運
転
し
下
に
月
出
で
（
星
と
も（

マ
マ
））

は
月
に
つ
き
て
出
し
た
り
）

石鍋
Butu Ruwan.
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m
y  M

yabó , M
ayán , B

 M
abutā

﹁（
横
書
き
）

Pinsabakan

の
方
角
は
︑pakken w

age

に
あ
り
︑
其
地
に
至
る
ね
る
こ
と
六
日
程
な
り
︒
今
は
な

し
に
よ
れ
バ
立
派
な
る
石
の
家
ア
リ
テ
︑
入
墨
の
太
さ
最

も
太
し
と
云
ふ
也
︒
家
ハ
少
し
は
下
に
堀
ッ
テ
居
ル
ト
云

フ
︒
土
人
ト
同
様
に
家
カ
タ
メ
ヲ
集
合
セ
リ
︑﹂

ひ
る
食
を
伊
能
︑
張
の
三
人
に
て
な
す

郵
便
局
の
掲
示
に
明
後
日
直
行
打（

高
雄
）狗

に
行
く

船
あ
る
を
以
て
︑
明
日
午
後
一
時
の
汽
車
に
て
当

地
出
発
す
と
髙
木
氏
へ
云
ひ
や
り
ぬ

児
（
児
玉
喜
八
）玉
氏
を
学
務
課
に
訪
ふ

本
島
住
民
ニ
就
キ
取
調
タ
ル
歴
史
上
ノ
事

項
ニ
拠
レ
バ
︑
年
代
ヲ
詳
ニ
セ
サ
ル
モ
今
ヲ
去

ル
コ
ト
凡
八
十
余
年
前
ノ
コ
ト
ヽ
カ
ヤ
︑
泉

洲
人
陳
因
先
ナ
ル
モ
ノ
十
五
︑六
名
ノ
同

志
ト
倶
ニ
此
島
ニ
渡
来
セ
シ
ニ
︑
生
蕃
住
居
セ

シ
カ
バ
之
ヲ
征
伏
シ
テ
此
島
ヲ
占
領
シ
タ
リ

当
時
生
蕃
等
ハ
逃
レ
テ
紅
頭
嶼
ニ
入
レ
リ

是
彼
等
該
島
ヨ
リ
移
住
シ
来
リ
シ
故
ナ
リ

ト
云
フ
︑
後
陳
ハ
地
味
ノ
其
意
ニ
適
セ
サ
ル
ヲ

北

teijo vege

R
ehor pattash
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以
テ
古（

故
）郷

ニ
帰
リ
タ
リ
︑
爾
後
︑
泉
洲
辺
ノ
人

民
ニ
シ
テ
百
余
年
前
小
琉
球
島
ニ
移
住
セ

シ
モ
ノ
ヽ
子
孫
凡
二
十
余
人
︑
此
島
ニ
移
住

シ
テ
ア
リ
︑
既
ニ
八
十
年
最
初
中
寮
ニ
上
陸
シ

繫
殖
ス
ル
ニ
従
ヒ
各
処
ニ
散
住
シ
テ
互
ニ
交

交
通
往
来
シ
︑
今
日
尚
ホ
小
琉
球
島
ト
交

通
ス
︑
田
聴
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
︑
本
年
七
十
五

歳
ニ
シ
テ
十
歳
ノ
ト
キ
即
チ
六
十
五
年
前

ニ
此
島
ニ
移
住
シ
来
リ
シ
カ
︑
当
時
生

蕃
二
人
此
島
ニ
住
居
セ
シ
モ
後
病
ヲ
以

テ
死
去
セ
リ
︑
該
蕃
人
ハ
紅
頭
嶼
ニ
於
テ
同

族
争
闘
ノ
結
果
︑
本
島
ニ
避
居
セ
シ
モ
ノ

ナ
ラ
ン
カ
ト
云
ヘ
リ

右
火（

火
焼
島
ヵ
）

嶼
島
の
復
命
書
は
成
田
安
輝
氏
（
明
治

三
十
年
三
月
三
十
日
）
の
手
に
な
れ
り
︑

伊
能
氏
と
約
あ
り
︑
と
も
に
ば（

晩

餐

）

ん
さ
ん
を
き（

喫
）つ
す

写
真
の
乾
版（

板
）十

七
ダ
ー
ス
を
買
ふ
︑
二
十
六
円

二
十
銭
な
り
︒

岡
田
敬
五
郎
ぬ
し
の
所
に
て
筆
・
紙
・
墨
を
買
ふ
︒
伊

能
氏
と
と
も
に
其
品
物
を
受
取
り
田
代
ぬ
し
の

官
舎
に
と
も
に
行
ん
と
せ
し
に
︑
同
氏
及
び
加
集
氏

21
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に
呼
び
と
も

（
マ
マ
）ら

れ
是
非
と
も
今
夜
は
久
し
ぶ
り

且
つ
岡
田
氏
は
小
生
と
始
め
な
れ
バ
︑
こ
れ
よ
り
小
生
の

為
め
に
小
宴
を
は（

張
）ら

れ
ん
と
て
︑
小
生
の
帰
宅
を
許

さ
れ
ざ
り
し
を
以
て
伊
能
氏
に
こ
の
旨
を
は
な
し
︑
余
は

右
二
氏
に
い
ざ
な
ハ
れ
新
起
街
の
温
泉
に
行
き
後

ち
食
を
と
も
に
す
︑

午
後
十
一
時
頃
官
舎
に
帰
る
︑
田
代
氏
尚
待
ち
く
れ

居
り
た
り
︒
余
は
氏
と
も
に
互
に
談
話
し
︑
小
生
の

為
め
氏
は
左
の
談
話
を
参
考
と
し
て
語
ら
れ
ぬ

こ
は
最
も
参
考
と
す
べ
き
も
の
な
り

打

ま
で
）

25

（
鉛
筆
書
︑以
下
画
像
番
号

狗
に
上
陸
せ
ば
打
狗
弁
務
支
署
（

　
　
　
　
　
　

）
あ
り
て
小
蒸
気
あ
り
︑
又
定
期
の
小

蒸
気
あ
り
︒（　
　
　
　
　
　
　
）

蒸
気
に
て
朝
出
帆
せ
ば
凡
そ
二
時
間
程
に
て
東○

○港

に
着
す
べ
し
︒
東
港
に
鳳
山
弁
務
支
署
あ
り

宿
屋
は
多
し
︑
弁
務
署
長
に
ま
か
す
べ
し

同
署
に
室○

○

○

田
属
あ
り

東
港
を
立
テ
若
光
県
見
庄
寧
兵
屯
署
に
至

る
︑
而
し
て
通
事
水
底
藔
の
黄
漢
生
を
や
と

ふ
べ
し
︒
其
処
よ
り
水
底
藔
ま
で
平
野
の
間
凡
そ

二
里
弱
な
り
︑
水
底
藔
市
街
の
中
央
に
あ
り
︒
同

﹁
海（

青
鉛
筆
書
）

岸
に
放パ

シ
テ
ア

索
庄
は
今
支
那
村
落
な
れ
ど
も

元
は
平
埔
の
総
起
原
ノ
故
事
也
︑
こ
れ
よ
り
﹂

﹁（
上
部
）
水
底
藔
／
社
の
後
に
／
コ
ン
ロ
ン
／
ヤ
ウ
山
／
あ
り
打
／
狗
よ
り
／

見
ゆ
︑
人
／
こ
れ
を
皆
／
﹂

倹検検検検検検検検検検検検検検健

則
ち
警
察
署

有
馬
清
敬

氏
あ
り
︑
鹿
児
島

ノ
人
ナ
リ

宿
屋
打
狗
館
あ
り

打
狗
ホ
テ
ル
行
は
不
可
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﹁
モ（

上
部
）リ
ソ
ン
／
山
と
云
ふ
︑﹂

﹁
出（

青
鉛
筆
書
）

で
ゝ
赤
猴
社
︑
阿
公
社
︑
万
丹
社
あ
り
﹂

人
は
田
代
先
生
を
知
る
︑
同
人
を
伴
い
て
ス
ボ
ン
︑

リ
キ
リ
キ
社
等
に
行
く
べ
し
︒

次
に
向
潭
庄
（
熟
蕃
部
落
）
に
凡
そ
二
里
位

に
て
達
す
べ
し
︒
同
地
陳
金
屋
通
事
の
所

に
行
く
べ
し
︒
而
し
て
尚
ほ
黄
漢
生
を
伴
ひ
て

パ
イ
ル
ツ　

ボ
ガ
リ
ツ　

チ
カ
タ
ン　

プ
チ
ユ
ン
ロ
ッ
ク

社
に
至
る
べ
し
︒
こ
の
社
に
行
か
す
と
も
よ
し
︒

蕃
人
は
こ
の
家
に
来
る
べ
し

新
帝
庄
（
サ
リ
セ
ン
と
パ
イ
ワ
ン
と
の
界
）

は
に
呉
阿
年
ナ
ル
パ
イ
ワ
ン
の
通
事
あ
り

こ
の
人
は
内
社
︑
タ
ナ
シ
ユ
ー
外
数
社
ヲ
管
ス

内
社
に
入
る
を
必
要
ト
ス
︑
内
社
ハ
百
戸
バ
カ
リ
ア
リ
︒

新
帝
庄
は
福
州
人
の
部
落
に
て
日
本
の
巡
査

な
ど
ハ
知
ら
ず
︒

﹁
蕃（

青
鉛
筆
書
）

薯
藔
の
熟
蕃
の
山サ

ン
サ
ル杉
庄
は
平
埔
の
起
原
地
な
り
し
也
﹂

新
帝
庄
よ
り
直
ち
に
潮
洲
庄
弁
務
署
に
行
く

べ
し
︑
こ
の
間
三
︑四
里
あ
り
︒
同
庄
に
て
サ
リ
セ
ン

蕃
に
入
る
方
向
を
定
む
べ
し
︒
書
類
あ
り

同
署
の
人
を
伴
ふ
て
も
よ
し
︒
こ
れ
よ
り
サ
リ

セ
ン
蕃
の
南
の
庄
に
入
る
を
要
す
︑

同
署
を
出
で
老
埤
庄
に
至
る
べ
し
︑
こ
ゝ
は
大

な
る
熟
蕃
部
落
に
て
藩
乾
坤
の
宅
に
至
る
べ
し

﹁
新（

上
部
）帝
／
庄
と
万
／
全
／
万
全
／
庄
に
ロ
ー
／
マ
ン
カ
ト
／
リ
ッ
ク
の
／

宣
教
師
／
あ
り
︑﹂

Paiwan
倹検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検健検検検検検検検検検検検検健
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こ
の
男
に
就
て
ペ
ホ
の
こ
と
を
聞
け
バ
大
概
知

る
を
得
べ
し
（
又
一
里
許
に
し
て
藩
福
安
あ
り
︑

俗
人
な
り
）

新シ
ン
ア
イ
リ
ャ
ウ

隘
藔
に
行
く
べ
し
︑
こ
の
れ
は
平
埔
の
村
に
て

皆
サ
リ
セ
ン
蕃
の
語
を
よ
く
す
︒
こ
れ
よ
り

阿ア
コ
ウ猴

弁
務
署
の
管
内
な
り
︒
さ
れ
ど
こ
の
弁

務
署
ハ
海
岸
の
方
へ
四
里
も
下
れ
り
︑
さ
れ
ハ

こ
ゝ
に
行
か
ず
し
て
百ペ

イ
ヤ
ウ葉
社
（　
　
　
　

）
山サ

ン
チ猪

毛リ
ウ
モ
ウ社
に
行
く
べ
し
︒
こ
ゝ
に
岩
の
間
に
首
棚
あ
り
︑
山
猪

毛
社
に
ナ
マ
カ
ウ
の
宅
あ
り
︑

サ
リ
セ
ン
蕃
社
を
ぬ
け
て
口コ
ウ
シ
ャ社

に
至
る
べ
し
︑

こ
ゝ
に
ナ
マ
カ
ウ
の
別
宅
あ
り
︑

口
社
よ
り
大
路
関
社
︑
加
蚋
埔
社
に
至
る
べ
し
︒
二
社

は
熟
蕃
に
し
て
加カ

ウ

ぱ
蚋
埔
社
に
屈
き（

強

）

や
う
な
る

潘
登
雲
通
事
あ
り
︒（　
　
　

）
同
人
は
サ
リ
セ

ン
蕃
を
三
十
戸
許
下
山
せ
し
め
居
れ
り
︑
サ
リ
セ

ン
蕃
を
よ
く
す
︑
さ
れ
バ
こ
れ
を
伴
ひ
て
他
社

へ
行
く
べ
し
︑

加
蚋
埔
社
よ
り
蕃
薯
藔
に
ワ
ザ
ワ
ザ
行
く
べ

し
︑
里
数
は
凡
そ
四
里
許
の
平
野
を
通
じ
て
行
く
べ
し

Sarisen

田
代
氏
の

行
き
し
所

平
埔

人

倹検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検健
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こ
の
弁
務
署
に
て
太

（
太
田
隆
葆
）

田
氏
を
伴
ひ
行
く
べ
し

こ
れ
よ
り
同
署
に
就
て
知
る
べ
し
︒
サ
リ
セ
ン

蕃
の
書
類
は
一
切
茲
に
あ
り
見
る
べ
し
︑
弁
務

署
長
は
石イ

シ
マ母ヽ

田（
石
母
田
正
輔
）

氏
な
り
︑

同
署
は
今
サ
リ
セ
ン
の
一
部
分
三
社
セ
ブ
ク
ン
︑
ス

ン
ガ
ウ
両
蕃
及
ビ
カ
ナ
ブ
を
所
有
す
︑
ス
ン

ガ
ウ
︑
カ
ナ
ブ
を
別
に
す
る
人
あ
り
︑
同
一
に
す
る
人

あ
り

﹁（
上
部
青
鉛
筆
書
）

三
社
の
／
中
に
／
古
土
／
器
あ
り
︑
／
開
び（

闢

）

や
く
／
の
話
に
／
至
れ
り
﹂

太
田
氏
不
在
な
れ
バ
木

（
木
原
澄
明
）

原
氏
を
伴
ふ
べ
し

蕃
薯
藔
の
調
査
終
れ
バ
一
通
り
こ
の
附
近
の
蕃
社
の
調

査
を
終
り
た
れ
バ
︑
こ
れ
よ
り
ま
づ
台
南
県
庁

に
帰
る
べ
し
︑
里
程
は
凡
そ
十
二
里
許
な
り
︑
こ
の

間
に
関
帝
廟
あ
り
︑
蕃
薯
藔
よ
り
八
里
な
り
︑

又
関　
︱　
蕃
の
間
に
村
あ
り
︑
さ
れ
ど
茲
に
い
か

ず
に
て
も（

マ
マ
）
の
り
台
南
へ
行
く
べ
し

こ
れ
よ
り
台
南
に
て
□
ま
り
嘉
義
へ
行
く

べ
し
︒
又
台
南
に
て
不
用
品
は
悉
く
船
に

て
返
す
べ
し
︑
台
南
よ
り
嘉
義
ま
で
十
五
里

軽
便
鉄
道
な
り
︒
二
日
程
な
り
︑
曽
文
渓

新
営
庄
に
宿
す
べ
し

25
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こ
れ
よ
り
嘉
義
弁
務
署
に
至
る
べ
し
︒
三
課

の
主
任
は
石
田
常
平
氏
な
り
︒
尚
ほ
今
氏
ハ

も
と
の
如
し
︑
氏
に
就
て
阿
里
山
蕃
社
の
こ

と
を
し
ら
べ
実
地
に
凡
そ
十
日
間
程
を
費
し

一
切
ツ
オ
ー
蕃
の
調
査
を
す
ま
す
べ
し

　
　

ツ
オ
ー
蕃
に
か
ゝ
ら
さ
る
前
︑
熟
蕃
の

　
　

し
ら
べ
を
な
す
べ
し
︑
二
︑三
時
間
に
て
す
む

　
　

べ
し
︑

こ
れ
よ
り
又
嘉
義
に
帰
り
来
り
︑
今
回
は

又
エ○

○

○

○

○

○

○

○

ン
リ
ヨ
セ
バ
保
護
を
伴〇

〇て
八
里
程

雲
林
に
行
く
べ
し
︑
其
間
麻マ

ト
ウ頭

弁
務

署
及
び
單タ

リ里
霧ム

街ガ
イ

あ
り
︒

斗
六
弁
務
署
︑
則
ち
雲
林
な
り
︑
雲
林
よ
り

林（
圯
）埔

を
経
て
蕃
ツ
オ
ウ
或
ハ
ボ
ヌ
ム
の

蕃
社
に
至
る
︑
林（

圯
）埔

に
樟
楠
局
あ
り
︑

蕃
社
よ
り
林（

圯
）埔

に
帰
り
︑
林（

圯
）埔

よ
り
充

分
な
る
保
護
ヲ
受
け
集
々
街
に
至
る
べ
し

集
々
街
に
て
下
し
ら
べ
を
す
べ
し
︑
日
月
潭

あ
り
ボ
ヌ
ム
の
調
査
を
す
べ
し
（
化
蕃
と
称
す
）

水
社
の
蕃
社
に
宿
す
べ
し

こ
れ
よ
り
ボ
ヌ
ム
の
蕃
社
に
入
る
べ
し
︑
十
日

に
も
二
十
日
に
て
も

27 26
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水
社
よ
り
埔
里
社
の
弁
務
署
に
行
く
べ
し

こ
の
間
六
里
許
な
り
︑

埔
里
社
に
四
群
の
平
埔
あ
り
︑
其
主
な
る
も

の
は
第
一
着
に
烏ウ

牛ギ
ウ

欄ラ
ン

社
に
行
く
べ
し
︒
教

会
堂
に
行
く
べ
し
︑
同
社
は
熟
蕃
の
最
も
開
ケ

た
る
所
な
り
︑
言
語
に
熟
蕃
語
尚
ほ
残
り
居

れ
り
︑
茲
に
材
料
あ
ら
ん

他
の
三
つ
の
平
埔
は
各
々
半
里
と
一
里
位
な
り
︑

弁
務
署
に
て
北
蕃
及
び
南
蕃
の
カ
ン
タ
バ

ン
を
し
ら
ふ
べ
し
︒
カ
ン
タ
蕃
ハ
南
蕃
の
北

蕃
の
堺
に
あ
り
て
常
に
弁
務
署
に
来
る
べ
し
る
︑

北
蕃
ハ
は
ブ
ン
シ
ャ
な
り

署
よ
り
カ
ン
タ
蕃
︑
ブ
ン
シ
ャ
に
入
る
へ
し
︑
ブ
社

に
入
ら
バ
有
名
な
る
ピ
ャ
ウ
サ
ギ
あ
り
︒
こ
ゝ
は

ア
タ
イ
ヤ
ル
に
て
最
も
大
切
な
り
︑
内
タ
ル
ク

は
茲
に
て
稍
や
知
る
を
得
ん
︑
ブ
社
は
一
日
に

行
く
を
得
べ
し

東
勢
角
に
又
は
台
中
県
庁
に
行
く
べ
し

台
中
に
て
小
西
氏
に
会
す
べ
し
︑
台
中
よ
り

行
く
所
は
胡（

葫
）蘆
墩
街
に
至
り
熟
蕃
社
に

入
る
（
半
道
ば
か
り
）
こ
の
社
は
西
岸
里
大
社

27
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と
云
ふ
︑
平
埔
の
画
像
あ
り

或
は
東
勢
角
に
行
く
︑
東
勢
角
に
弁
務
署

支
署
あ
り
魯
西
亜
人
居
る
︑
こ
れ
に
□

（
就
ヵ
）て

北

蕃
の
事
情
を
聞
く
べ
し
︑
東
勢
角
の
生
蕃
は

茲
に
来
る
べ
し
︒
こ
の
生
蕃
は
木
瓜
タ
ル
ク

と
大
コ
カ
ン
等
の
中
間
に
立
つ
︑
頸
が
り
盛

に
し
て
織
物
盛
な
り
︑

大
湖
支
署
生
蕃
来
る

苗
栗
（
四
里
許
）
に
来
る
︑
大
湖
の
附
近
に

合ハッ
パ
ン蕃
と
称
す
る
一
種
の
熟
蕃
あ
り

合
蕃
よ
り
し
て
苗
栗
に
行
べ
し

苗
栗
を
立
ち
て
新
竹
弁
務
署
に
至
り

南
庄
熟
蕃
社
に
至
る
︒
南
庄
の
熟
蕃

は
黥
面
あ
り

五
指
山　

生
蕃
を
見
る
べ
し

大
姑
稲
支署
五
指
山
と
の
比
較

三
角

ユ
ウ

よ
り
蕃
社
に
入
る
べ
し
︑
ト
ア
パ
ー
社

（
附
ぞ（

属
）く

イ
ボ
シ
ナ
ツ
）

三
角

よ
り
船
に
て
四
里
︑
大
稲
程
に
達

す
べ
し
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午
前
九
時
過
加
集
甚
三
郎
氏
来
ら
れ
昨
日
あ
づ

け
あ
り
し
乾
板
及
び
紙
・
鉛
筆
・
イ
ン
キ
を
持
ち
く

れ
︑
且
つ
荷
作
さ
へ
な
し
く
れ
其
れ
よ
り
互
に
談

話
す

余
は
其
れ
よ
り
総
督
府
に
行
き
柳
本
︑
児
玉
︑
田

代
︑
小
川
︑
の
諸
氏
に
面
談
す
︒
伊
能
氏
に
も
面
談
し

岡
田
敬
五
郎
氏
を
訪
ひ
︑
み
や
げ
も
の
買
物
な
ど

を
な
し
帰
る
︒
帰
宅
せ
し
に
已
に
張
君
楚
茲

に
あ
り
︑
田
代
氏
も
又
帰
宅
せ
る
︒
互
に
昼
食

を
な
す
︑

午
前
後
一
時
の
汽
車
に
の
り
後
れ
し
か
ば
午
後
四
時
の

汽
車
に
乗
ず
︒
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
立
山
武
二

ぬ
し
見
送
ら
れ
ぬ

立
山
武
二

電
報
あ
り
し
こ
と
ゝ
て
基
隆
に
汽
車
着
す

る
や
︑
髙
木
氏
迎
に
来
ら
れ
た
り
︒
ボ
ー
ト
に

乗
じ
髙
木
氏
の
宅
に
参
る
︑

府
前
街
一
丁
目
十
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
敬
五
郎
氏
︑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
集
甚
三
郎
氏
︑

一
月
十
一
日

29
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雨
天

夜
門

（
間
ヵ
）
　
　
　

森
（
森
丑
之
助
）氏

来
る
る

午
前
九
時
頃
よ
り
晴
天
と
な
る
︒

伊
能
氏
に
は
が
き
を
出
し
田
代
︑
坪
井
（
二
通
）︑
大（

大

野野
延
太
郎
）

氏
へ
書
面
を
出
す
︒
坪
井
氏
の
一
通
は
小
生
の
当
時

の
あ
り
さ
ま
︑
考
へ
︑
大
野
氏
ハ
ロ
ー
ム
層
に
就
て
の

注
意
︒
尚
一
通
の
坪
井
氏
の
書
面
は
四
国
人
類
学

会
の
例
会
談
話
の
大
略
な
り
︒

午
後
一
時
過
よ
り
草
店
尾
街
森
氏
を
訪
ふ
︒
不

在
︒
氏
は
加
藤
傳
八
郎
氏
方
に
同
宿
せ
ら
る
ゝ
な
り
︒

氏
は
余
を
同
裏
の
写
真
や
に
誘
ひ
ぬ
︑
余
は
是

に
て
基
隆
の
全
景
及
び
淡
水
河
の
写
真
を
買
ふ

か
く
す
る
中
森
氏
帰
ら
れ
ぬ
︑
余
は
氏
と
と
も
に

氏
が
石
器
を
拾
得
せ
し
と
云
ふ
場
所
に
案
内
せ

ら
れ
行
き
ぬ

石
器
の
あ
り
し
所
は
基
隆
の
最
も
後
に
し
て
後
は
直
ち
に

山
を
於
ひ
︒
文
廟
の
右
︒
今
も
兵
営
の
新
築
せ
ら
れ

た
る
所
な
り
︒
氏
の
石
器
を
得
ら
れ
た
る
は
兵
営
新

築
に
際
し
溝
を
堀
り
た
る
際
︑
其
中
よ
り
得
た
る
も

の
な
り
と
云
ふ

余
ハ
其
地
形
を
見
る
に
︒
其
位
置
は
基
隆
の
奥
地

獅
球

領
下

一
月
十
二
日

一
月
十
三
日
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に
し
て
文
廟
あ
る
右
側
な
り
︒
前
に
は
西
河
流
れ

基
隆
港
に
そ
ゝ
ぐ
︒
石
器
の
あ
る
所
は
基
隆
に
て
も

最
も
高
き
場
所
に
し
て
︑
前
に
河
あ
る
を
以
て
見

れ
バ
古
は
茲
に
水
の
流
れ
居
り
し
を
知
ら
る
︒

右
場
所
を
見
て
森
氏
と
ゝ
も
に
加
藤
氏
方
に
帰
り

ぬ
︑
然
る
に
加
藤
氏
は
小
生
の
為
め
に
大
に
も
て
な

さ
れ
た
り
︒
か
く
す
る
中
張
君
楚
来
訪
︑
其
れ

よ
り
と
も
に
撮
影
す
︑
又　
　

氏
の
乞
ひ
に
よ
り
同
氏
及
び
森

張
及
び
余
と
四
人
し
て
撮
影
す
︒

午
後
五
時
頃
氏
の
宅
を
じ（

辞
）し

帰
る
︑
夜
間
森
氏

ア
ミ
ス
を
同
伴
来
ら
れ
し
も
︑
已
に
小
生
い
ね
た

る
時
な
り
し
を
以
て
余
は
面
談
す
る
能
は
ざ

り
き

昨
日
の
晴
天
に
似
ず
︒
今
日
は
例
の
雨
天
に
て
風

さ
へ
強
く
吹
き
す
さ
び
ぬ
︒
〇
拙
父
へ
書
面
を

出
す
︑

森
氏
阿
眉
蕃
を
伴
ひ
て
来
訪
︒
森
氏
は

午
後
八
時
頃
ま
で
談
話
し
帰
ら
る
︒
氏
は
今
回

の
行
に
小
生
と
同
伴
し
南
部
へ
行
く
こ
と
ゝ

な
り
ぬ
︑

一
月
十
四
日

31
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雨
天
︑
風
あ
り

支
那
画
を
中
澤
︑
礒
部
︑
阿
部
︑
林
氏
へ
送
る

書
面
を
曽
木
︑
坪
井
氏
へ
︒
基
隆
の
全
景
し（

写
）や

し（
真
）ん

及
び
石
器
を
坪
井
氏
へ
︒
〇
は
が
き
を
七
條

伊
能
︑
田
代
氏
へ
送
る
︑

採
集
す
べ
き
標
本
はB

onum
 , Sebukun

Tsuarisen 

な
り
︒

藤
江
一
蔵
ぬ
し
へ
書
面
を
出
す
︒
中
に
小
生
の
日
記

あ
り
︑

今
日
明
石
丸
船
出
船
に
付
き
余
は
こ
れ
に
乗
船
せ
ん
と
て

荷
物
を
作
り
な
ど
す
︒
髙
木
ぬ
し
こ
れ
に
大
に
世
話
せ
ら
る
︒

午
後
四
時
い
よ
〳
〵
出
船
に
付
き
余
は
森
︑
張
の
二
氏
を
従

へ
髙
木
氏
税
関
の
ボ
ー
ト
に
て
と
も
に
明
石
丸
に
行
く
︒
船

は
午
後
四
時
出
帆
︒
波
高
く
風
強
し

午
前
十
二
時
頃
澎
湖
島
馬
公
城
に
着
︑
森
・
張
と
と
も

に
上
陸
︒
風
呂
に
入
る
（
午
後
一
時
頃
温
度
五
十
二
度
）

森
氏
は
私
用
あ
り
と
て
或
商
店
に
行
く
︒
余
は
張
君

一
月
十
五
日

一
月
十
六
日

Morisonノ見ヘ
ル所（伊能氏より）

雲
林

林
圯
埔

渓 水 清

Morisonノ見ヘ
ル所（伊能氏より）

雲
林

林
圯
埔

渓 水 清
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楚
と
と
も
に
未
だ
船
に
て
昼
食
を
な
さ
ゞ
る
を
以
て
澎
湖

庁
側
の
某
洋
食
店
に
入
る
︒
余
は
支
那
人
の
舖
に
て
神
様

の
神
符
を
買
ふ
︒
一
組
二
十
四
枚
に
て
代
価
は
僅
か
に
八
厘

な
り
︒
神
符
は
支
那
人
の
信
ず
る
神
様
な
り
︒
洋
食
店
に

入
り
張
を
し
て
其
神
名
を
一
々
記
入
せ
し
む
︒
傍
ら
に
下
女

あ
り
て
中
国
訛
り
に
て
︒
其
は
何
な
り
や
と
問
ふ
︒
こ
は
支
那

の
神
様
の
神
符
な
り
と
答
ふ
︒
張
の
か
く
神
名
を
記
す
る

を
以
て
︒
こ
の
人
は
支
那
の
﹁
神
主
様
﹂
な
り
や
と
問
ひ
し
を
以
て

余
は
然
り
と
答
へ
ぬ
︒
洋
食
店
を
出
で
余
は
張
に

別
れ
独
り
し
て
馬
公
城
辺
を
散
歩
す
︒
こ
の
地
の
地

層
は
澎
湖
例（

列
）島
等
し
く
火
山
岩
よ
り
な
り
地
層

の
色
は
赤
色
を
呈
す
︒
植
物
は
殆
ん
ど
な
く
僅
か
に
水

草
の
所
々
に
少
し
く
殖
へ
る
を
見
る
の
み
︑

坪
井
氏
へ
張
の
神
名
を
記
せ
し
神
符
を
送
る
︒（
二
組
送
る

一
組
は
山
中
氏
へ
送
る
様
記
し
ぬ
）

甲
盤
に
立
て
馬
公
城
を
望
む
に
︒
同
島
の
地
盤
は
火

山
岩
よ
り
な
り
其
色
堵
色
を
呈
し
島
上
馬
公
城

は
築
か
れ
其
色
臼
く
︒
船
中
よ
り
望
む
︑
恰
か
も
か
の

龍
宮
城
を
海
中
に
見
る
が
如
き
心
知
す
︒

午
後
四
時
頃
本
船
に
帰
り
来
る

今
夜
客
室
に
て
三（

三
好
 
学
）

好
氏 

植
物
学
講
義
を
七
時

頃
よ
り
十
二
時
頃
ま
で
よ
み
つ
ゞ
く

午
前
一
時
澎
湖
島
を
出
帆
︒
高
浪
を
犯
し
て
船
は
午
前

七
時
半
頃
安
平
港
に
着
し
ぬ
︒
今
朝
は
昨
日
の
澎

一
月
十
七
日

33
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湖
島
の
天
候
と
異
な
り
天
気
よ
ろ
し
く
︒
台
南
の
平

野
︑
山
々
は
朝
ぼ
ら
け
な
か
ら
烏
す
墨
に
て
画
き
た

る
所
々
見
ゆ
︒
竹
筏
に
サ
ン
パ
ン
は
汽
船
の
来
着
を

見
る
や
忽
ち
群
り
来
り
ぬ
︒
我
・
森
・
張
三
人
に
て

一
艘
の
サ
ン
パ
ン
を
買
き
り
こ
れ
に
乗
す
︒
船
は
順
風

に
ま（

真
）帆

あ
げ
て
見
る
間
に
海
岸
に
着
し
ぬ
︑

阿
平
港
は
台
南
を
距
る
凡
そ
一
里
弱
の
所
に
あ
り
︒
地
質

は
地
質
学
上
最
も
新
し
き
沖
積
層
よ
り
な
り
︒
尚
余

三
角
洲
の
出
来
つ
ゝ
あ
る
を
認
む
べ
し
︒
殊
に
港
内
は
沖

積
デ
ル
タ
は
湾
を
形
成
し
僅
に
入
口
を
開
く
あ
る

の
み
︒
港
内
に
は
支
那
商
船
の
留
ま
り
居
る
多
く
︒
且
つ

小
船
の
往
来
し
げ
き
所
一
層
の
面
白
味
あ
り
︒

我
等
一
行
は
馬
車
に
て
台
南
へ
行
く
︒
余
は
先
づ

県
庁
に
行
き
書
記
官
及
び
藤

（
藤
根
吉
春
）
根
農
学
士
を
訪
ひ

旅
行
の
打
合
せ
を
な
す
︒
殖
産
課
に
本
県
の
人
北
野

宇
佐
吉
氏
あ
り
︒
氏
は
水
産
講
習
所
を
卒
業
し

技
手
と
な
り
昨
年
四
月
当
地
に
来
ら
れ
し
と
云
ふ
︒
氏
の

専
問（

門
）は
水
産
な
り
︑
藤
根
氏
は
氏
を
し
て
余
等
の
宿

舎
を
と
り
く
れ
ぬ
︑
余
等
は
幸
に
県
庁
内
に
宿
す

る
を
得
︑
ま
づ
風
呂
に
行
く

夜
間
北
野
︑
三
宅　
　

氏
来
訪
と
も
に
午
後
十
一
時

過
ま
て
互
に
談
話
す
︑

今
日
の
温
度
は
中
々
温
か
く
内
地
の
四
月
頃
の
春
日
よ
り
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に
て
市
中
を
散
歩
す
る
に
外
套
な
ど
は
不
用
な
り
き
︒

晴
天
︒
藤
江
ニ
二
通
の
書
面
を
出
す
（
一
通
は
澎
湖
島
に
て

し
た
ゝ
め
し
も
の
︑
一
通
は
当
地
に
て
し
た
ゝ
め
し
も
の
︑
と
も
に

日
記
な
り
）
其
他
坪
井
︒
髙
木
︒
田
代
へ
は
が
き
を
出
す

午
前
十
時
頃
台
澎
日
報
の
古
閑
太
一
郎
氏
︑
余
を
官
舎

に
訪
は
る
︑
氏
は
余
の
遼
東
行
の
際
復
州
に
て
面
談

せ
し
人
な
り

午
前
十
一
時
荷
物
を
整
へ
官
舎
を
出
で
安
平
に
到

る
︑
打
狗
行
の
汽
船
は
海
岸
に
あ
り
︑
余
等
三
人
は
直
ち

に
こ
れ
に
乗
じ
ぬ
︑
船
は
し
ば
ら
く
し
て
出
帆
し
ぬ
︑

船
は
安
平
の
沖
積
層
を
新
に
形
成
せ
ん
と
す
る
辺

を
そ
ひ
つ
ゝ
同
港
を
出
で
︑
海
岸
に
沿
ふ
て
打
狗
の

方
に
進
み
ぬ
︒
今
日
し
も
天
気
晴
朗
︒
船
中
よ
り
陸
上

を
な（

眺
）か

め
む
る
そ
景
色
よ
し
︒
船
の
進
航
な
か
ば
過
き
よ
り

余
は
船
心
地
あ
し
く
吐
し（

瀉
）や

せ
り
︒
さ
れ
ど
其
れ
よ
り

気
分
よ
く
な
り
き
︒
船
の
打
狗
の
辺
に
近
づ
か
ん
と
す

る
際
︑
水
鳥
の
群
の
飛
散
す
る
さ
ま
又
一
段
の
光
景
を

そ
へ
ぬ
︒
午
後
三
時
半
頃
打
狗
に
着
す
︑

余
は
打
狗
弁
務
支
署
長
を
訪
ふ
︒
本
日
は
同
署
に
一

泊
す
る
こ
と
ゝ
な
り
ぬ
︑
署
長
の
姓
名
は　
　
　
　

な
り
︒

早
朝
ね
や
を
起
き
出
で
荷
物
の
要
意
な
ど
す
︒
支
署
長
に

海
岸
に
ま
で
送
ら
れ
警
察
署
の
船
に
て
我
等
一
行
は
東

港
行
の
小
蒸
気
に
乗
じ
ぬ
︒
時
に
午
前
七
時
な
り
き
︒
小
蒸

気
は
同
三
十
五
︑六
分
の
頃
東
港
を
出
で
ぬ
︒
打
狗
の
入
口
の
サ
ン

ゴ
樹
の
岩
上
の
繁
茂
す
る
う
つ
く
し
ゝ
︒
石
灰
洞
を
船
中
よ
り

一
月
十
九
日

一
月
十
八
日
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見
る
︒

船
は
海
岸
ま（

間
）近
く
船
を
以
て
︒
海
岸
の
模
様
は
手
に
取
る

如
く
見
う
る
︒
海
岸
線
は
一
様
に
沙
浜
に
し
て
の
沖
積
層
に
し
て
︒

其
位
置
ひ
く
け
れ
バ
︒
後
の
山
は
高
く
そ
び
ゆ
る
を
見
る
︒

さ
れ
ど
今
し
も
未
だ
朝
の
こ
と
な
れ
バ
山
と
平
地
と
の
間

は
帯
を
し
き
た
る
が
如
く
霞
は
た
れ
こ
め
︑
為
め
に
平
地

と
山
と
の
界
を
な
し
た
り
︒
こ
れ
水
蒸
気
の
作
用
な
る
べ
し
︒

又
︒
海
岸
の
水
は
太
陽
の
熱
に
あ
た
ゝ
め
ら
れ
︒
為
め
に
﹁
海

煙
﹂
と
て
又
水
淡
き
水
煙
を
あ
げ
ぬ
︒
こ
の
間
に
竹
筏

を
あ
や
つ
り
漁
り
す
な
る
漁
者
の
往
来
す
る
勇
ま
じ

け
る
こ
ぎ
あ
る
く
所
実
に
詩
の
し（

趣
）う
味
あ
り

海
八
時
三
十
分
頃
霞
︒
海
煙
は
段
々
に
消
へ
行
き
︒
右

方
に
小
琉
球
島
を
認
め
ぬ
︒

海
岸
の
風
景
︒
パ
ン
ダ
ナ
ス
の
林
に
︑
竹
林
に
し
て
中
に

漁
家
の
点
々
散
々
す
る
を
見
る
︒

午
後
九
時
頃
東
港
に
の
海
岸
に
着
す
︒
船
の
留
ま
る
所
よ

り
海
岸
ま
で
凡
そ
一
マ
イ
ル
余
あ
り
︒
杉
板
船
来
る
︑
こ
れ

に
乗
じ
ぬ
︒
杉
板
船
も
又
海
岸
線
の
浅
き
を
以
て
つ
け

る
能
は
ず
︒
さ
れ
バ
余
等
は
支
那
人
の
肩
に
て
上
陸
し
ぬ

十
時
頃
東
港
弁
務
署
長　
　
　

氏
を
訪
ふ
︒
し
ば

し
談
話
し
同
署
の
注
意
に
て
あ
た
へ
ら
れ
し
宿
舎
に
行

く
︒

34　

白
紙
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八
時
三
十
五
分
東
港
を
出
づ
︒
今
日
し
も
天
気
よ
ろ
し
く
恰
か
も
春

の
兆
の
如
し
︒
人
夫
二
人
に
て
荷
物
を
に（

担
）な

は
し
む
︒
老
爺

廟
を
見
つ
ゝ
内
港
を
渡
る
︒
こ
ゝ
に
出
で
ゝ
見
る
に
東
港
附
近

は
一
体
の
沖
積
層
平
原
に
し
て
後
に
山
を
望
む
︒
海
岸
に

は
パ
ン
ダ
ナ
ス
の
樹
林
を
見
︑
其
中
に
点
々
人
家
あ
り
︒
九

時
十
九
分
安
南
渓
を
渡
る
︒
こ
の
所
景
色
中
々
よ
ろ
し
く

右
に
小
琉
球
島
を
望
み
左
に
南
平
の
山
を
望
む
︒
白
さ（

鷺
）き

を
見
る
︒

﹁（
上
部
）

牛
車
／
あ
り
︑
／
養
放
池
／
は
レ
ク
ッ
ク
／
フ
ァ
ナ
の
／
研
究
場
﹂

九
時
三
十
五
分
安
平
庄
に
来
る
︑
茲
に
て
し
ば
し
休
息
す
︒

(
今
ま
で
の
間
に
見
る
植
物
︒
パ
ン
ダ
ナ
ス
は
よ
く
繁
茂
し

ガ
ス
マ
ル
︒
刺
桐
等
あ
り
︒
熱
帯
の
景
を
そ（

添
）ゆ

)
こ
ゝ
に
休
息
せ
し

は
ベ
テ
ル
ナ
ツ
ト
の
店
な
り
︑

十十
時
二
十
五
分
放
索
庄
に
来
り
︑
茲
に
し
は
し
休
息
す
︒
又
同
庄

渡
を
渡
る
︑

十
一
時
二
十
分
塭
仔
庄
に
来
り
東
港
弁
務
署
派
出
所
に
息
ふ

こ
ゝ
に
て
昼
食
を
な
し
午
後
一
時
○
○
こ
ゝ
を
出
づ
︑

一
時
三
十
分
に
し
て
頂
藔
営
に
来
り
休
む
︒

三
時
十
二
分
枋
藔
に
着
︑
弁
務
支
署
を
訪
ふ
︒
こ
の
夜

こ
の
官
舎
に
や
す
む

午
前
一
時
頃
雨
あ
り

午
前
に
藤
江
氏
に
送
る
へ
き
日
記
を
記
す
︒（　
　
　

）

こ
れ
を
同
氏
に
送
る
︑
又
田
代
︑
坪
井
二
氏
へ
は
が
き

を
出
す
︑

尚
蕃
薯
寮
の
太
田
︑
潮
州
庄
の
友

（
友
田
直
衛
）

田
両
氏
へ

は
が
き
を
出
す
︑

一
月
二
十
日

一
月
二
十
一
日

海
草
魚

二
十
日

ま
で
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阪
元
軍
二
氏
を
訪
ふ
︒

　
　

リ
キ
リ
社　
タ
ン
ト
イ
社　
リ
ッ
パ
ッ
社
を
称
し
て

　
　

ラ
リ
ク
ル
社
と
云
ふ

　
　

チ
カ
タ
ン
︒
パ
イ
ル
︒
ボ
ガ
リ
ツ
︒
プ
ー
ソ
ー
レ
ノ

　
　

の
四
社
を
称
し
て
プ
ム
マ
ー
ク
と
云
ふ

右
小
川
繁
矢
氏
よ
り
聞
く
︒

水
底
藔

萃
芒
渓

枋藔

緑
称
社

緑
称
渓

獅
頭
庄

响
潭
庄

ボ カ ル 社

フ ヅ ノ ッ ク 社

タ メ ミ カ 社

ポ ン テ イ 社

内
社
渓
一
名
双
用
渓

水
底
藔

萃
芒
渓

枋藔

緑
称
社

緑
称
渓

獅
頭
庄

响
潭
庄

ボ カ ル 社

フ ヅ ノ ッ ク 社

タ メ ミ カ 社

ポ ン テ イ 社

内
社
渓
一
名
双
用
渓
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午
後
四
時
二
〇
分
枋
藔
宿
舎
を
出
づ

枋
藔
渓
を
渡
る
︑
こ
ゝ
の
渓
の
両
側
の
断
層
を
見
る
に

左
の
如
く
な
り
居
れ
り

道
路
は
曽
て
日
本
の
工
兵
の
作
り
し
も
の
と
て
立
派
な
り
︒
さ

れ
ど
土
人
は
余
り
道
路
の
修
復
な
ど
は
せ
ざ
れ
バ
道
路
は
大

に
凹
凸 
な
り
︒
凹
の
所
は
水
溜
り
居
れ
り

二
尺
一
寸64

cm

ペ
ー
ブ
ル

粘
板
岩

下
に
行
く
に
つ
れ
大
き
く
な
る

じ
ゃ
り
石
次
第
に

枋

　

 

藔  

渓 

に 

て  

見 

た
る 

地 

質  

、

二
尺
一
寸64

cm

ペ
ー
ブ
ル

粘
板
岩

下
に
行
く
に
つ
れ
大
き
く
な
る

じ
ゃ
り
石
次
第
に

枋

　

 

藔  

渓 

に 

て  

見 

た
る 

地 

質  

、
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水
底
藔
に
着
し
ぬ
︑
水
底
藔
の
入
口
に
グ
ラ
ナ
イ
ト
も
て

石
柱
を
た
て
左
の
如
く
刻
し
ぬ

路
傍
に
石
あ
り
︑
こ
れ
に
記
し
て
曰
く

枋
藔
を
距
る
一
千
八
百
九
十
二
メ
ー
ト
ル
︒
十
七
町
二
十
四
間

　
　

〇
五

右
水
底
藔
庄

左
卑
南
軍
路

卑
南
ヲ
去
ル
二
十
八
里
七
丁
八
間
九
尺
五
寸

　
　

明
治
二
十
九
年
五
月
建
之

則
ち
一
方
路
は
水
底
藔
に
し
て
又
一
方
路
は
卑
南

に
至
る
路
な
り
︒

水
底
藔
に
来
る
︑
こ
ゝ
は
今
は
枋
藔
よ
り
人
家
多
く
且
つ
に（
賑
）き

や
か
な
り
︒
黄
漢
生
を
訪
ふ
︒
他
出
な
し
居
り
し
が
帰
り
来

る
会
見

下に行くほど石大きくなる

上は偏土の小石

粘
土

四
尺
二
寸

三
尺

下に行くほど石大きくなる

上は偏土の小石

粘
土

四
尺
二
寸

三
尺

以
下
は
ジ
ャ
リ
層
な
り

ジ
ャ
リ
層
は
上
は
偏  　
　
　

平
な
る
小
ペ
ー
ブ
ル

な
れ
ど
も
下
に
行
く
程
少

し
く
石
大
き
な
り
居
れ
り

石
は
総
て
粘
板
岩
よ

り
な
る
︒
今
日
の
河
床

　

は
こ
の
層
よ
り
三
尺

　
　

下
に
あ
り
︒

こ
ゝ
は
今
水
な
し

　

に
至
て
水
あ
り

渓
と
な
る　

河
名　

港
仔
底

こ
ゝ
は
水
底
藔
の
裏
に
し
て
水
枯
れ
た
る
河
底

あ
り
︑
茲
に
て
見
た
る
も
の
︒
四
尺
二
寸
は
粘
土
に
し
て
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夜
間
黄
漢
生
よ
り
左
の
こ
と
を
聞
く

リ
キ
リ
キ
社
は
社
は
都
合
四
つ
あ
り
人
員
は
七
百
人

あ
り
︒　
　

キ
ナ
ゼ
ン

　
　
　
　
　
　

=

ラ
リ
ク
ル
は
リ
キ
リ
キ
社
︑
タ
ン
ツ
イ
社
︑
帰
化
門
社

リ
ツ
ク
ア
ツ
社
な
り
︒
帰
化
門
社
は
ツ
ア
コ
ジ
ヨ
社
と

云
ふ
︒
タ
ン
リ
キ
リ
キ
社
は
キ
ナ
ゼ
ン
社
と
云
ふ

ラ
リ
ク
ル
の
意
味
は
阿
眉
は
﹁
後
﹂
な
り
︑

ボ
カ
リ
︒
プ
ツ
ン
ロ
︑
パ
イ
ル
︒
パ
イ
ル
チ
カ
タ
ン
の
四
社
は

Pom
om

a
k 

と
云
ふ

後
山
の
生
蕃
を Pokarukaru 

と
云
ふ
︒

Tsakotsuokasa 

は
大
母
山
の
こ
と
な
り
︒

R
arikuru 

の
祖
先
は
何
づ
れ
よ
り
来
り
し
と
云
ふ
こ

と
を
知
ら
ね
ど
も
︑
言
語
は Subon 

社
の
も
の
と
相
類

似
す
︑
こ
れ
に
因
て
考
ふ
れ
バ
同
社
と
関
係
あ
る
も
の

な
る
べ
し
︒
而
し
て Paiw

an 

を
以
て
称
す
︑

Pom
om

a
k 

も
又 Paiw

an 

な
り

Paiw
an

とtsuarisen

と
の
界
は
双
口
渓
を
以

て
せ
り

K
onronyei

社
はTuakatsuakasa

の
東
北
に

あ
り
︑
こ
の
社
の
土
人
は
タ
ナ
シ
ユ
ー
社
に
は
出
で
来
る

と
云
ふ
︒
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（
挿
入
紙
）

　
　
　
　

覌
花
燈
論

　

正
月
十
五
夜
潮
洲
黄
九
郎
之
女
黄
五
娘
往
街
覌
花
燈

　

逢
着
陳
三
生
的
十
分
美
貌
両
人
相
愛
五
娘
返
到
家

　

中
致
病
疫
来
陳
三
仮
做
磨
鏡
司
阜
茉
五
娘

　

家
中
打
破
五
娘
的
宝
鏡
陳
三
願
被
五
娘
収
做

　

双
才
同
五
娘
在
閨
中
私
滛
後
被
黄
九
郎

　

知
此
滛
事
陳
三
及
五
娘
並
双
婢
野
春
三
人

　

偷
走
出
外
庄

　
　
　
　

廣
南
運
史

　
　
　
　
　
﹁
呼（

鉛
筆
書
）群　

 　
　
　
　
　
　

呼ホ
ー

群ク
ー
ン﹂　　
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今
日
枋
藔
　

︱
　

水
底
藔
の
間
に
見
る
所
の
も
の
を
記

せ
ば
︒
足
の
大
な
る
婦
人
︒
い
そ
が
し
く
水
田
に
稲
か
ぶ

を
植
ゆ
な
る
植
乙オト
モ母
女
な
り
︒
こ
ゝ
は
今
が
内
地
の
田
植

時
に
当
る
な
り
︒
又
高
く
右
方
に
は
高
く
山
を
望

み
山
領（

嶺
）は

夕
立
と
思
は
し
く
︑
夕
立
雪
出
で
居
り

た
り
︑

午
前
六
時
頃
ね
や
を
起
き
出
で
朝
水
を
つ
か
ふ
︒
巡
査

及
郵
便
人
夫
都
合
四
人
づ
れ
に
て
六
時
半
頃
来
る

是
等
の
人
は
シ
ユ
ウ
チ
ヤ
ン
エ
イ
へ
行
く
な
り
︑
〇
我
等
は

荷
物
を
整
へ
本
日
リ
キ
リ
キ
社
へ
登
ら
ん
も
の
と

て
通
事
黄
漢
生
及
び
余
・
森
・
張
及
び
苦
力
都

合
五
人
に
て
午
前
八
時
三
十
八
分
黄
漢
生
の
家
を
出

づ
︑

     

一
月
二
十
二
日

水  

底   

藔    

の 

少 

女

Jing.

赤

水  

底   

藔    

の 

少 

女

Jing.

赤
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こ
の
あ
た
り
は
泉
州
人
な
れ
ど
も
女
子
は
労
働
す
る
が
為

め
足
は
大
な
り
︑
さ
れ
ど
又
足
を
小
さ
く
す
る
も
の

も
あ
り
︑

新
開
庄
の
平
埔
の
部
落
に
来
る
︑
戸
数
四
︑五
十
︑
人
口
不
知

Tanty 

社
畨
人
二
人
を
撮
影
す
︑（
立
像
）
右
畨
人
は

Subon 

社
の
人
な
り
︑
姓
名 Tuarita , T

若

き

方

uaikon

と
云
ふ

  　
　
　
　

頭
最
大
長　
　

頭
最
大
広　
　
　
　
　
　
　

姓
名

 
181 

144 
79.55　

Tuaikon
Subon 

183 
152 

83.07　

Tuaikon

Pepo 
176 

148 
84.0  　

Tenphát
  〃

 
196 

154 
78.5　

  K
étú

午
前
十
時
こ
ゝ
を
出
づ
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Subon

畨
の
風
俗
を
見
る
に
一
人
の
若
き
男
は
頭
に
草
を

以
て
ま
き
︑
其
他
の
衣
服
は
半
体
衣
に
て
（
紺
木
綿
）
腰

巻
を
な
せ
り
︒
又
一
方
の
歳
と
り
た
る
男
は
卑
南
畨
に
見

る
が
如
き
皮
服
を
着
し
︒
頭
は
紺
木
綿
も
て
巻
き

ぬ
︒

午
前
十
時
三
十
五
分
こ
ゝ
を
出
づ
︑
余
等
の
一
行
に
蕃
女
三
人

こ
れ
に
加
は
る
︒

十
一
時
十
八
分

D
um

m
un

に
来
る
︑
こ
ゝ
に
息
ふ Sabuk

水 

鹿 Sabuk

水 

鹿
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頭に手拭を巻
きたる所小原女
と同じ

Bariihok           銀

煙草管

Tukurek

形Chekau
の

魚

き
せ
る
の
長
さ

一
尺
八
寸

Jue!         Jue!         いやいや

nakuyako!                           アーエラカッタ 

日
時

　
　
　
　
　こ
ゝ
を
出
づ

こ
れ
は
キ
ナ
ゼ
ン
社
に
て
作
る

蕃
女
の
所
持
せ
る
も
の

頭に手拭を巻
きたる所小原女
と同じ

Bariihok           銀

煙草管

Tukurek

形Chekau
の

魚

き
せ
る
の
長
さ

一
尺
八
寸

Jue!         Jue!         いやいや

nakuyako!                           アーエラカッタ 

日
時

　
　
　
　
　こ
ゝ
を
出
づ

こ
れ
は
キ
ナ
ゼ
ン
社
に
て
作
る

蕃
女
の
所
持
せ
る
も
の
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十
一
時
五
十
五
分
こ
ゝ
を
立
つ

　
　

十
二
時
三
十
分
畨
人
芋
畑
の
所
に
来
る
︑

　
　

こ
ゝ
に
蕃
小
舎
あ
り

　
　

こ
ゝ
よ
り
下
を
望
む
に
沖
積
層
の
平
原
及

　
　

海
上
を
一
目
の
下
に
見
る
を
得
︒
尚
蕃
薯

　
　

畑
を
上
る
こ
と
凡
そ
十
五
分
に
し
て
四
︑五
の
蕃

　
　

小
舎
あ
り
︑
茲
に
や
す
む
︒
蕃
女
は
長
さ
四
尺
九
寸
の

　
　

竹
筒
を
持
ち
来
る
︑
我
等
は
こ
の
水
に
て
を
（
マ
マ
）

　
　

ど
を
う
る
を
ふ
す
︒
又
或
も
の
は
蕃
薯
を

　
　

堀
り
来
り
て
か
じ
る
も
あ
り
︒
心
知
よ
し
︒
か
ん

　
　

露
も
こ
の
こ
と
な
り

　
　

蕃
小
舎
は
海
上
に
向
ふ
︑
土
上
か
や
草
を

　
　

し
き
あ
り
︑
我
等
は
こ
れ
を
布
団
と
し

　
　

木
の
柱
に
も
た
れ
︒
平
野
︑
海
上
を
見
る
︑
心

知
よ
し
︑
一
時
〇
七
分
こ
ゝ
を
出
づ
︑
一
時
二
十
五
分
山
領
に

達
す
︑
又
こ
ゝ
に
至
て
始
め
て
パ
ラ
オ
エ
へ
通
り
た
る
電

柱
を
見
る
︑
是
れ
則
ち
パ
ラ
ゴ
エ
越
な
り
︑
途
は
山
頂
に

あ
り
︑
余
は
こ
れ
を
つ
た
ひ
つ
ゝ
行
く
︑
右
に
蕃
小
舎
の
点

々
す
る
を
見
る
︑

一
時
十
分
帰
化
門
社
に
着
︑
通
事
は
蕃
社
に
向
て
（
水
持
ち
来
れ
）

と
叫
ひ
ぬ
︑
一
畨
人
は
例
の
長
き
竹
筒
に
て
水
を
も
ち
来
り
ぬ
︑
我

は
た
づ
さ
へ
来
れ
る
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
出
し
水
を
茶
の
代
用
と
し

こ
れ
を
食
す
︑

帰
化
門
社
に
入
ら
ん
と
す
る
時
︑
蕃
女
の
声
を
送（
ヵ
）る
に
ふ

り
あ
け
蕃
歌
を
う
た
い
ぬ
︑
蕃
人
は
多
く
蕃
社
よ
り
出
で

来
り
ぬ
︑

小
供
の
お
モ
チ
ヤ
に
弓
箭
を
持
て
る
を
見
る
︒
蕃
人
は
ビ
ス
ケ

ッ
と
及
び
マ
ッ
チ
を
見
て
し
き
り
に
こ
れ
を
望
み
ぬ
︑

﹁（
上
部
）

こ
ゝ
に
来
り
見
る
に
右
は
ス
ボ
ン
渓
を
望
み
︑
又
左
は
／

　

双
口
渓
を
望
む
︑﹂

　　　竹筒　Judiun
Beyajio　　karin!
  行こう       一所に
萱　mahajau
Ta　　makaron　kita　　（阿眉） 
いざ　　共に　  行かう
Jajum　水

周
囲
一
尺
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帰
化
門
社
の
家
の
構
造
は
上
畨
社
と
同
一
な
り
︑

蕃
社
全
景
の
写
真
を
山
上
よ
り
採
影
す
︒

其
れ
よ
り
益
々
山
道
を
つ
た
ひ
行
く
︑
三
時
十
分
の
頃
ガ
ス
か

け
来
り
五
︑六
間
目
前
に
ニ（
虹
）ジ
現
ハ
れ
ぬ
︑
忽
ち
ガ
ス
は
は

れ
ぬ
︙
又
ガ
ス
か
け
来
り
又
は
れ
︙
︙

四
時
五
十
八
分
台
東
郵
便
電
信
局
周
彫
営
郵
便
継
替
所

に
着
す
︑
今
夜
は
局
員
諸
氏
の
す
ゝ
め
に
よ
り
茲
に
宿
す
る

こ
と
ゝ
な
り
ぬ

率
芒
社　
　
　
　

百
五
十
戸

タ
ン
テ
イ　
　
　

六
十
戸

ク
ラ
ラ
ン
ガ
オ　

三
十
戸

ク
ワ
バ　
　
　
　

三
十
五
戸

タ
イ
バ
ハ
オ　
　

三
十
五
戸

チ
カ
タ
ン　

九
十
戸

パ
イ
ル
ス　

百
戸

ボ
ガ
リ　
　

三
百
戸

プ
ス
ン
ロ
ー　

？

リ
キ
リ
大
社　

二
百
戸

　

同　

小
社　

一
百
戸

帰
化
門
社　

二
〇
戸

リ
ー
パ
社　

二
〇
戸

郵
便
局
の
あ
る
所
は
海
岸
を
去
る
よ
り
上
る
事
二
千
六
百
尺
余

な
る
か
︑
リ
キ
リ
キ
社
に
至
り
て
は
一
千
七
百
尺
位

な
り
と
云
ふ
︑

局
の
あ
る
位
置
は
二
千
六
百
尺
余
の
山
上
に
あ
る
を

以
て
其
附
近
の
山
々
を
眼
下
に
望
む
を
得
︑
且
つ
は
る
か
に

倹検検倦検検健倹検倦検健

Kappas= 𦋐霧
               Tābū

倹検検検倦検検検健
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枋
藔
附
近
の
沖
積
層
平
原
及
び
小
球

（
琉
ヵ
）球
島
を
望
む

〇
蕃
人
出
で
来
る
も
の
多
し
︒
こ
ゝ
の
畨
人
は
主
と
し
て

リ
キ
リ
キ
社
の
も
の
な
り
︒
男
子
の
風
俗
を
見
る
に
頭
髪

は
額
部
の
所
に
て
水
平
に
き
り
後
ろ
は
長
く
の
ば
し

こ
れ
を
又
頭
に
巻
き
つ
く
る
な
り
︒
衣
服
は
つ
ゝ
ツ（

筒

袖

）

ヽ
ソ
デ

の
半
体
衣
に
し
て
腰
巻
様
の
も
の
を
附
す
︒
色
は
す

べ
て
紺
色
な
り
︒
腰
に
は
刀
を
帯
び
た
り
︒
女
子
は

或
も
の
は
草
花
を
頭
カ（

飾

）

ザ
リ
と
し
て
こ
れ
を
頭
に
巻

き
つ
く
る
も
あ
り
︒

﹁（
上
部
）

大
浦
嘉
／
門
氏
は
こ
／
ゝ
の
主
任
／
な
り
︑﹂

女
子
は
頭
髪
は
他
の
蕃
族
と
同
じ
頭
髪
風
に
て

頭
に
は
草
花
を
巻
き
つ
け
又
こ
れ
を
花
カ（

挿
頭
）

ザ
シ
と

し
て
頭
に
さ
す
︒
衣
服
は
上
畨
社
に
て
見
た
る
も
の
と

同
一
な
り
︒

夜
間
宿
舎
よ
り
附
近
の
山
々
を
望
む
︑
蕃
小
舎
の
火
を

望
む
を
得
︑
又
枋
藔
平
原
人
家
の
火
を
も
認

む
る
を
得
へ
し

﹁
坪（

上
部
）井
氏
／
へ
書
面
﹂

晴
天 

余
は
午
前
五
時
頃
に
眼
さ
め
し
も
山
上
の
こ
と
ゝ

て
太
陽
の
光
を
見
ず
︒

瓦
斯
は
は
れ
居
れ
バ
附
近
の
山
々
平
原
又
小
琉
球
島

な
ど
も
眼
下
に
望
む
を
得
べ
し

山
上
よ
り
小
琉
球
島
を
望
む
写
真
撮
影
す
︒

坪
井
氏
へ
書
面
を
出
す

一
月
二
十
三
日
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八
時
リ
キ
リ
キ
社
の
蕃
人
我
等
を
迎
に
来
ら
る
︒
こ
れ
に
伴
は
れ
て

同
社
に
向
て
行
く
︑
時
に
午
前
八
時
三
十
五
分
九
時
な
り
き

四
十
分
左
方
に
リ
キ
リ
キ
山
上
に
て
同
社
及
び
大
母
山
を
望
み

一
枚
撮
影
す
︑
大
母
山
は
こ
ゝ
よ
り
望
む
︑
実
に
北
方

に
あ
り
て
諸
峯
中
に
冠
た
り
︑
幸
ひ
に
し
て
今
日
は

雲
か
ゝ
り
居
ら
ざ
り
し
を
以
て
む（

う
）ま

く
撮
影
せ
り
︑

又
右
方
に
は
ス
ボ
ン
渓
を
望
む

又
リ
キ
リ
キ
社
へ
行
く
途
中
に
て
全
景
を
う
つ
す
︑

畨
人
のK

óā

を
食
し
居
る
を
見
︑
こ
れ
を
も
ら
ひ
食
せ
し
に

中
々
コ（

香
）ウ
バ
シ
︒
こ
れ
は
石
上
に
て
煮
た
る
も
の
な
り
と

云
ふ
︒

畨
社
に
着
し
ぬ
︑
通
事
は
余
等
を
三
股
頭
人
の
家
に
伴

ひ
行
け
り
︒
頭
人
は
未
だ
三
十
前
後
の
男
に
て
極
め
て
親

切
な
る
人
な
り
︑
我
等
の
為
め
に
落
花
生
︒
芋
な
ど
を
出
し

且
つ
例
の
木
を
彫
り
な
せ
る
（
※
図
を
挿
入
）
さ
か
づ
き
に

粟
酒
を
盛
り
我
等
に
ふ（

振
舞
）

れ
ま
ハ
れ
ぬ
︒
こ
れ
を
の
む
時
は

両
人
こ
れ
に
一
方
の
手
に
て
各
々
こ
れ
を
に
ぎ
り
︒
酒

を
盛
り
た
る
所
を
口
に
あ
て
の
む
な
り
︒
其
時
一
方
の
手

は
陰
部
の
上
を
お（

覆
）ゝ
ふ
︑
こ
の
酒
を
の
む
仕
方
は
固
有

の
風
習
の
一
と
見
て
可
な
り
︑

小
供
は
多
々
群
り
来
り
ぬ
︒
小
供
の
風
俗
は
左
に
図
す
が

如
し
︒
こ
の
辺
一
般
の
風
と
し
て
尚
武
の
気
象
あ
る
に
や
︑
小
供

は
各
々
手
に
小
さ
き
弓
箭
を
持
ち
犬
︑
豚
︑
鳥
な
ど
を

射
て
遊
べ
り
︑
こ
の
風　
面
白
し
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入
墨　B

uchék 

は
女
子
は
名
家
の
婦
女
に
あ
ら
ざ
れ

は
施
す
を
許
さ
ず

又
男
子
の
入
墨
は
各
々
両
肩
の
半
部
分
よ
り
上
肢
に
か
け
て

な
せ
り
︑
こ
れ
ハ
又
一
般
の
男
子
に
な
す
る
許
さ
ず

こ
は
一
種
の
名
望
家
の
印
章
な
り
と
云
ふ
︒

入
墨
を
施
す
は
一
種
の
専
門
業
と
な
り
居
る
も
の

に
し
て
各
社
其
人
あ
り
︒
リ
キ
リ
キ
社
に
は
其
専
門

業
と
せ
る
も
の
都
合
三
人
あ
り
と
云
ふ
︒

入
墨
を
な
す
器
具
は
植
物
はと

げり
を
以
て
し
こ
れ
に
ナ（

鍋
）

ベ
墨
を
入
れ
る
な
り
︑

B
uchék

B
uchék
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garugaban
こ
れ
設
く kayabikau.

Bukubuk

Sarát

小社長の娘

Pinararuk

Sh
on

yo
n.

姓
名

な し
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松永・石井・小林・野林・長谷川・坂東・宮岡・植地・大橋・下田鳥居龍蔵の第四回台湾調査関連資料「たかさごのたび 一」（上）

内文旧社（屏東県獅子郷）で調査を行っている様子（2023年12月 7日撮影）

日本と台湾の合同で台湾フィールドノートを解読している様子（2024年12月11日撮影）
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